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まちの人口
（平成26年6月30日現在）2014

August
Vol.255 8 人　口

　男　
　女　
世帯数

9,657人
4,567人
5,090人

3,218世帯

前年同月比
（平成25年6月30日現在）2014

August
Vol.255 8 9,709人

4,586人
5,123人
3,200世帯

冷たくて気持ちがいいね！

7月18日、小学校プールで幼児教育センターの園児たち
が涼しさを味わいました。

&議会だより



　
大
切
な
命
と
財
産
を
奪
う
恐
ろ
し
い
火
災
等
か
ら
、消
防
職
員
と
協
力
し
て

ま
ち
を
守
っ
て
く
れ
る
頼
も
し
い
存
在
、そ
れ
が
消
防
団
で
す
。

　
消
防
団
員
は
、通
常
は
他
の
職
業
に
就
き
な
が
ら
、災
害
発
生
時
に
は
す
ぐ

さ
ま
消
防
活
動
を
行
い
、日
ご
ろ
は
訓
練
や
町
民
へ
の
防
災
普
及
活
動
な
ど
を

行
う
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
満
ち
溢
れ
た
集
団
で
す
。

　
今
回
は
、消
防
団
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　消防団は、災害時は消防本部の指示とともに消
防活動を行い、平常時は地域で火災予防啓発運動
や訓練などを行っています。
　また、各分団で消防水利や機器の点検も行って
おり、いざというときに備えています。

佐賀県では、消防団員を応援しています。
佐賀県消防協会は、消防団員を支援する「協力店」の数とそのサービスの拡大に取り組んでいます。
左記の協力店ステッカーを目印に、団員の皆様は積極的にご利用ください。（今年度配布予定の「消防団
員手帳」を携行ください。）

平成25年　佐賀県総合防災訓練　於江北町平成25年　佐賀県総合防災訓練　於江北町

分団名／部名 団員数職名
本部
第１分団

　　第１部
　　第２部
　　第３部
第２分団

　　第４部
　　第５部
　　第６部
第３分団

　　第７部
　　第８部
　　第９部
　　第11部
ラッパ部

18人
（91人）

32人
33人
24人
（94人）

35人
32人
25人

（109人）

22人
34人
33人
18人
※18人

部　長
分団長
副分団長
部　長
部　長
部　長
分団長
副分団長
部　長
部　長
部　長
分団長
副分団長
部　長
部　長
部　長
部　長
部　長

氏　名
百武光司
田口博文
立石善弘
吉丸輝治
溝口泰弘
相島浩一郎
武富和広
諸田　豊
大坪玄尚
田中淳一
荒谷一隆
小林光壽
百武英樹
白木正人
藤瀬祐司
小林隆司
江口道明
藤瀬　彰

■発　足　昭和22年11月
■構　成　3分団11部
■団員数　315人

※ラッパ部は各部選出で構成
※平成26年4月1日現在

どんな活動をしているの？

佐賀県では、消防団員を応援しています。

　災害発生時、被害を最小限に抑えるためには、「自助」・「共助」・「公助」それ
ぞれの連携が大切と言われています。
　自助とは、自らの手で自分・家族・財産を助ける備えや行動のことです。
　共助とは、近隣のみなさんで協力して地域を守る備えと行動のことです。
　公助とは、警察・消防・行政機関等の応急対策活動のことです。
　火災等が発生したとき、消防職員や消防団員がいち早く現場に駆け付け、
消防活動に専念することは言うまでもありません。しかしながら、自主防災
組織等で防災訓練を行っていれ
ば、消防団員や消防職員が駆け付
けるまでの一刻を争う事態で、被
害をさらに軽減できるかもしれ
ません。
　地域で防災力を高めることは、
防災に強い地域づくりにつなが
ります。

自主防災組織等で防災訓練を

団長からひとこと

各部の詰所配置図

　平成25年より団長を務めさせていただいております古賀です。
消防団員は、他に本業を持ちながらも「自分の故郷は自分で守る」という郷土愛護精神を持ち消防・防災活動を行っております。
　ただ消防団の活動内容、必要性については一般の町民の皆様にあまり知られていないのが現状であり、今後消防団の認知度
を高めていくことが重要と考えます。
　そこで当町としては、昨年は県の総合防災訓練で消防団と地元住民による避難活動を行い、また町民体育大会で消防操法大
会の披露を行うなど、今まで以上に地域の皆様に消防団活動の内容等をお知らせし、今回の広報での特集を掲載することでな
お一層のご理解ご協力を賜れば光栄です。
　町民の皆様の安心・安全の為、地域防災のかなめとして頑張る所存でありますので、ご支援を賜りますようよろしくお願い
します。

防災の輪

　来月号から、江北町消防団
各部を紹介していく予定で
す。楽しみにお待ちくださ
い！

高めよう！
防災力！

江北町消防団の紹介

団　長：古賀健則
副団長：西原幸一郎
　　　　諸岡克幸
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永林寺保育園　芋掘り　カレー作り

小学校　田植え

　
７
月
22
日（
火
）、
熊
本
県
で
開
催
さ

れ
た
第
８
回
九
州
小
学
生
ゴ
ル
フ
大
会

に
、
佐
賀
県
予
選
を
突
破
し
た
町
内
の

小
学
生
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
出
場
し
た
の
は
、
雨
郡
陽
士
く
ん

（
土
元
区
）、
吉
岡
海
翔
く
ん（
祖
子
分

区
）、
藤
井
太
己
く
ん（
上
分
区
）の
３

人
で
す
。

　
３
人
は
、
毎
週
２
回
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
今
後
も
様
々
な
大
会
で
活
躍

し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
６
月
13
日（
金
）、
公
民
館
３
階
大
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
防
災
会
議
が
開
催
さ
れ
、
農
業
、
商
工
業
、

建
設
業
、
消
防
団
な
ど
、
多
く
の
関
係
者
が
会
議
に

出
席
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
委
嘱
状
の
交
付
後
、
江
北
町
地
域
防

災
計
画
及
び
水
防
計
画
の
見
直
し
な
ど
が
図
ら
れ
、

町
の
防
災
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　
会
議
の
最
後
に
、
一
昨
年
発
生
し
た
九
州
北
部
豪

雨
で
被
災
さ
れ
た
熊
本
県
阿
蘇
市
の
災
害
記
録
を
鑑

賞
し
、
大
自
然
の
脅
威
を
一
同
で
感
じ
ま
し
た
。

　
本
町
で
も
こ
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ
ら
な
い
と
は

限
り
ま
せ
ん
。

　
災
害
発
生
時
に
ど

う
対
応
す
る
か
な

ど
、
今
一
度
ご
家
庭

で
話
し
合
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
６
月
26
日（
火
）、
大
西
区
か
ら
南
郷
区
へ
抜
け
る

町
道
、
畑
川
〜
南
郷
線
に
お
い
て
、
峰
組
が
奉
仕
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
畑
川
〜
南
郷
線
は
、
学
生
の
通

学
路
と
し
て
も
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
奉
仕
活
動
に
、
峰
組
か
ら
20
人
以
上
が
参
加

し
、
縁
石
沿
い
及
び
側
溝
付
近
の
除
草
・
泥
上
げ
を

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
専
務
の
峰
勇
二
さ
ん
は
「
峰
組
は
創
立
１
０
３
年

に
な
る
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
い
き

た
い
」
と
今
回
の
奉

仕
活
動
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
地
元
に
貢
献
し
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
７
月
14
日（
月
）、
Ｂ
＆
Ｇ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
及
び
プ
ー
ル
に
お
い
て
、
日
本

赤
十
字
社
に
よ
る
水
上
安
全
法
講
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
や
婦
人
会
な
ど
、
40
人
近
く
が

参
加
し
、
心
肺
蘇
生
法
や
水
上
安
全
法
な

ど
、
救
命
に
関
す
る
技
術
と
知
識
に
つ
い

て
実
践
形
式
で
学
び
ま
し
た
。

　
心
肺
が
停
止
し
て
か
ら
５
分
を
過
ぎ
る

と
、
要
救
助
者
の
生
存
退
院
率
は
５
割
を

下
回
る
と
言

わ
れ
て
い
ま

す
。

　
一
方
、
通

報
か
ら
救
急

車
が
到
着
す

る
ま
で
の
時

間
は
、
平
均

８
分
で
す
。

　
こ
の
こ
と

か
ら
も
、
各

人
の
心
肺
蘇

生
法
な
ど
の

救
命
法
の
大

切
さ
が
分
か

り
ま
す
。

九州小学生ゴルフ大会　町内から３人が出場

6/13

6/26 峰組  町道清掃  奉仕活動

防災会議
７/14 水上安全法講習会

まちの話題 TOPIC NEWS

　
Ｊ
Ａ
さ
が
杵
島
営
農
事
業
所
で
は
、小
学
校
５
年
生

を
対
象
に
、毎
年
農
業
体
験
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
６
月
３
日（
火
）に
は
、さ
が
び
よ
り
の
苗
作
り
を
、

６
月
20
日（
金
）に
は
、田
ん
ぼ
の
土
塊
を
砕
き
平
坦
に

す
る
た
め
の「
代
掻
き
」を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
６
月
27
日（
金
）、あ
い
に
く
の
小
雨
の
中
、

子
ど
も
た
ち
は
、愛
情
を
込
め
て
作
っ
た
苗
を
手
に
、

水
が
張
ら
れ
た
田
ん
ぼ
の
中
に
勢
い
よ
く
入
り
ま
す
。

　
一
列
に
並
び
、い
ざ
田
植
え
で
す
。天
候
を
も
の
と

も
せ
ず
、子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
田
植
え
を
終
え
ま
し

た
。

　
こ
の
体
験
を
通
し
て
、米
づ
く
り
の
大
変
さ
と
感
謝

の
気
持
ち
を
学
ん
だ
子
ど
も
た
ち
で
し
た
。

　
６
月
９
日（
月
）、永
林
寺
保
育
園
の
裏
山
で
は
、賑
や
か

な
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。芋
掘
り
の
真
っ
最
中
で
し

た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
ス
コ
ッ
プ
を
上
手
に
使
い
、丁
寧
に

じ
ゃ
が
芋
を
収
穫
し
ま
し
た
。じ
ゃ
が
芋
は
大
人
の
握
り

こ
ぶ
し
ほ
ど
に
大
き
く
実
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
し

た
。

　
６
月
20
日（
金
）に
は
、

収
穫
し
た
じ
ゃ
が
芋
で

カ
レ
ー
作
り
。自
分
た
ち

で
野
菜
を
切
り
、完
成
し

た
甘
く
て
美
味
し
い
カ

レ
ー
に
、大
満
足
の
様
子

で
し
た
。写真右から　雨郡陽士君（土元区）、

吉岡海翔君（祖子分区）、藤井太己君（上分区）

4広
報こうほく



永林寺保育園　芋掘り　カレー作り

小学校　田植え

　
７
月
22
日（
火
）、
熊
本
県
で
開
催
さ

れ
た
第
８
回
九
州
小
学
生
ゴ
ル
フ
大
会

に
、
佐
賀
県
予
選
を
突
破
し
た
町
内
の

小
学
生
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
出
場
し
た
の
は
、
雨
郡
陽
士
く
ん

（
土
元
区
）、
吉
岡
海
翔
く
ん（
祖
子
分

区
）、
藤
井
太
己
く
ん（
上
分
区
）の
３

人
で
す
。

　
３
人
は
、
毎
週
２
回
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
今
後
も
様
々
な
大
会
で
活
躍

し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
６
月
13
日（
金
）、
公
民
館
３
階
大
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
防
災
会
議
が
開
催
さ
れ
、
農
業
、
商
工
業
、

建
設
業
、
消
防
団
な
ど
、
多
く
の
関
係
者
が
会
議
に

出
席
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
委
嘱
状
の
交
付
後
、
江
北
町
地
域
防

災
計
画
及
び
水
防
計
画
の
見
直
し
な
ど
が
図
ら
れ
、

町
の
防
災
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　
会
議
の
最
後
に
、
一
昨
年
発
生
し
た
九
州
北
部
豪

雨
で
被
災
さ
れ
た
熊
本
県
阿
蘇
市
の
災
害
記
録
を
鑑

賞
し
、
大
自
然
の
脅
威
を
一
同
で
感
じ
ま
し
た
。

　
本
町
で
も
こ
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ
ら
な
い
と
は

限
り
ま
せ
ん
。

　
災
害
発
生
時
に
ど

う
対
応
す
る
か
な

ど
、
今
一
度
ご
家
庭

で
話
し
合
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
６
月
26
日（
火
）、
大
西
区
か
ら
南
郷
区
へ
抜
け
る

町
道
、
畑
川
〜
南
郷
線
に
お
い
て
、
峰
組
が
奉
仕
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
畑
川
〜
南
郷
線
は
、
学
生
の
通

学
路
と
し
て
も
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
奉
仕
活
動
に
、
峰
組
か
ら
20
人
以
上
が
参
加

し
、
縁
石
沿
い
及
び
側
溝
付
近
の
除
草
・
泥
上
げ
を

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
専
務
の
峰
勇
二
さ
ん
は
「
峰
組
は
創
立
１
０
３
年

に
な
る
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
い
き

た
い
」
と
今
回
の
奉

仕
活
動
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
地
元
に
貢
献
し
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
７
月
14
日（
月
）、
Ｂ
＆
Ｇ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
及
び
プ
ー
ル
に
お
い
て
、
日
本

赤
十
字
社
に
よ
る
水
上
安
全
法
講
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
や
婦
人
会
な
ど
、
40
人
近
く
が

参
加
し
、
心
肺
蘇
生
法
や
水
上
安
全
法
な

ど
、
救
命
に
関
す
る
技
術
と
知
識
に
つ
い

て
実
践
形
式
で
学
び
ま
し
た
。

　
心
肺
が
停
止
し
て
か
ら
５
分
を
過
ぎ
る

と
、
要
救
助
者
の
生
存
退
院
率
は
５
割
を

下
回
る
と
言

わ
れ
て
い
ま

す
。

　
一
方
、
通

報
か
ら
救
急

車
が
到
着
す

る
ま
で
の
時

間
は
、
平
均

８
分
で
す
。

　
こ
の
こ
と

か
ら
も
、
各

人
の
心
肺
蘇

生
法
な
ど
の

救
命
法
の
大

切
さ
が
分
か

り
ま
す
。

九州小学生ゴルフ大会　町内から３人が出場
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6/26 峰組  町道清掃  奉仕活動

防災会議
７/14 水上安全法講習会

まちの話題 TOPIC NEWS

　
Ｊ
Ａ
さ
が
杵
島
営
農
事
業
所
で
は
、小
学
校
５
年
生

を
対
象
に
、毎
年
農
業
体
験
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
６
月
３
日（
火
）に
は
、さ
が
び
よ
り
の
苗
作
り
を
、

６
月
20
日（
金
）に
は
、田
ん
ぼ
の
土
塊
を
砕
き
平
坦
に

す
る
た
め
の「
代
掻
き
」を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
６
月
27
日（
金
）、あ
い
に
く
の
小
雨
の
中
、

子
ど
も
た
ち
は
、愛
情
を
込
め
て
作
っ
た
苗
を
手
に
、

水
が
張
ら
れ
た
田
ん
ぼ
の
中
に
勢
い
よ
く
入
り
ま
す
。

　
一
列
に
並
び
、い
ざ
田
植
え
で
す
。天
候
を
も
の
と

も
せ
ず
、子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
田
植
え
を
終
え
ま
し

た
。

　
こ
の
体
験
を
通
し
て
、米
づ
く
り
の
大
変
さ
と
感
謝

の
気
持
ち
を
学
ん
だ
子
ど
も
た
ち
で
し
た
。

　
６
月
９
日（
月
）、永
林
寺
保
育
園
の
裏
山
で
は
、賑
や
か

な
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。芋
掘
り
の
真
っ
最
中
で
し

た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
ス
コ
ッ
プ
を
上
手
に
使
い
、丁
寧
に

じ
ゃ
が
芋
を
収
穫
し
ま
し
た
。じ
ゃ
が
芋
は
大
人
の
握
り

こ
ぶ
し
ほ
ど
に
大
き
く
実
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
し

た
。

　
６
月
20
日（
金
）に
は
、

収
穫
し
た
じ
ゃ
が
芋
で

カ
レ
ー
作
り
。自
分
た
ち

で
野
菜
を
切
り
、完
成
し

た
甘
く
て
美
味
し
い
カ

レ
ー
に
、大
満
足
の
様
子

で
し
た
。写真右から　雨郡陽士君（土元区）、

吉岡海翔君（祖子分区）、藤井太己君（上分区）

5 広
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　江北町役場１階町民課前のホールに、「ビッキーの知恵袋」を設置
しています。ビッキーの知恵袋は、皆さんが日頃から感じていること、
アイデアなどのご意見を幅広く募集しています。
　ご意見をもとに、よりよい江北町を目指して、一層町政に取り組
んでまいりますので、皆さんからのご意見をお待ちしております。

お問い合わせ　江北町役場総務企画課　86-2111

「ビッキーの知恵袋」　町政へのご意見をお待ちしております

江北ジュニアバレーボーイズクラブ　九州大会出場決定！

　
７
月
３
日（
木
）、江
北
小
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
が
町

内
の
２
か
所
に
七
夕
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

　
お
届
け
先
は
、福
祉
作
業
所
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
の
う
た
と
、

介
護
老
人
保
健
施
設
ユ
ー
ト
ピ
ア
し
ゃ
く
な
げ
の
２
施
設
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
た
ち
は
、施
設
の
方
々
と
力
を
合
わ

せ
、色
と
り
ど
り
の
短
冊
な
ど
を
笹
に
飾
り
付
け
ま
し
た
。

　
短
冊
に
は
、「
芸

能
人
と
会
い
た
い
」

「
毎
日
元
気
に
過
ご

し
た
い
」「
宝
く
じ

を
当
て
る
」な
ど
、

た
く
さ
ん
の
願
い

事
が
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
の
願

い
事
が
叶
い
ま
す

よ
う
に
。

　
７
月
４
日（
金
）、
伊
万
里
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
発
表
大
会
、
第
64
回
佐
賀
県
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
連
盟
大
会
に
お
い
て
、
佐
賀
農
業
高
校
が
文
化
・

生
活
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
表
敬
訪
問
で
、
同
校
３
年
生
の
江
口
未
姫
さ
ん

（
写
真
中
央
）と
鶴
田
美
咲
さ
ん（
写
真
右
）が
、
８

月
６
日（
水
）に
同
会
場
で
開
催
さ
れ
る
九
州
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
を
田
中
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
同
校
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
、
上
小
田
地
区
の
空

き
店
舗
を
活
用
し
た
高
校
生
ケ
ー
キ
カ
フ
ェ
や
ま
ち

歩
き
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
す
る
な
ど
、

学
生
の
視
点
で

様
々
な
地
域
活
性

化
の
取
り
組
み
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
５
月
30
日
に
佐
賀

県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
た「
第

37
回
佐
賀
県
消
防
救
助
技
術
総

合
訓
練
」に
お
い
て
、白
石
消
防

署
の
職
員
３
名
が
「
ほ
ふ
く
救

出
」に
出
場
し
、見
事
に
優
勝
し

ま
し
た
。

　
訓
練
に
は
、江
北
町
出
身
の
中

村
良
和
さ
ん
が
指
導
に
当
た
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
今
後
は
、８
月
27
日
に
千
葉
県

で
開
催
さ
れ
る
「
第
43
回
全
国

消
防
救
助
技
術
大
会
」へ
佐
賀
県

代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　
全
国
大
会
で
良
い
結
果
を
残

せ
る
よ
う
、一
層
訓
練
に
励
ん
で

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

７/ 3 小学校ボランティア委員　七夕をお届け

佐賀農業高校佐賀県農業クラブ連盟大会で最優秀賞受賞

白石消防署員、全国大会出場決定
　　　　　　　　指導者に江北町出身の中村さん

ライフセービング講習会

まちの話題 TOPIC NEWS

　
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
と

は
、
水
辺
の
事
故
を
無
く

す
こ
と
を
目
的
と
し
、
監

視
や
指
導
、
救
助
等
の
活

動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
や
そ
の
活
動
を
指
し

ま
す
。

　
７
月
７
日（
月
）、
Ｂ
＆

Ｇ
プ
ー
ル
に
お
い
て
、
新

宮
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ク

ラ
ブ
に
よ
る
ラ
イ
フ
セ
ー

ビ
ン
グ
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
20
人
を
超
え
る
参
加
者

が
集
ま
り
、
水
難
事
故
防

止
の
た
め
の
講
習
会
と
実

技
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
後

輩
た
ち
や
町
民
の
方
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

い
い
経
験
に
な
っ
た
」
な

ど
の
感
想

が
得
ら
れ
、

高
い
満
足

度
が
う
か

が
え
ま
し

た
。

　
６
月
に
開
催
さ
れ
た
第
34
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小

学
生
佐
賀
県
大
会
に
お
い
て
、
江
北
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

ボ
ー
イ
ズ
ク
ラ
ブ
が
第
３
位
と
な
り
、
８
月
に
行
わ
れ
る

九
州
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
選
手
の

み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
７
月
２
日（
水
）に
表
敬
訪
問
に
来
た
際
、
主
将
の
元

山
桜
介
く
ん（
大
町
町
）は
田
中
町
長
に
、「
１
点
で
も
多

く
点
数
を
取
り
た
い
」
と
九
州
大
会
へ
の
意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て
く
だ
さ

い
ね
。

７/ 7
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　江北町役場１階町民課前のホールに、「ビッキーの知恵袋」を設置
しています。ビッキーの知恵袋は、皆さんが日頃から感じていること、
アイデアなどのご意見を幅広く募集しています。
　ご意見をもとに、よりよい江北町を目指して、一層町政に取り組
んでまいりますので、皆さんからのご意見をお待ちしております。

お問い合わせ　江北町役場総務企画課　86-2111

「ビッキーの知恵袋」　町政へのご意見をお待ちしております

江北ジュニアバレーボーイズクラブ　九州大会出場決定！

　
７
月
３
日（
木
）、江
北
小
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
が
町

内
の
２
か
所
に
七
夕
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

　
お
届
け
先
は
、福
祉
作
業
所
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
の
う
た
と
、

介
護
老
人
保
健
施
設
ユ
ー
ト
ピ
ア
し
ゃ
く
な
げ
の
２
施
設
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
た
ち
は
、施
設
の
方
々
と
力
を
合
わ

せ
、色
と
り
ど
り
の
短
冊
な
ど
を
笹
に
飾
り
付
け
ま
し
た
。

　
短
冊
に
は
、「
芸

能
人
と
会
い
た
い
」

「
毎
日
元
気
に
過
ご

し
た
い
」「
宝
く
じ

を
当
て
る
」な
ど
、

た
く
さ
ん
の
願
い

事
が
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
の
願

い
事
が
叶
い
ま
す

よ
う
に
。

　
７
月
４
日（
金
）、
伊
万
里
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
発
表
大
会
、
第
64
回
佐
賀
県
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
連
盟
大
会
に
お
い
て
、
佐
賀
農
業
高
校
が
文
化
・

生
活
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
表
敬
訪
問
で
、
同
校
３
年
生
の
江
口
未
姫
さ
ん

（
写
真
中
央
）と
鶴
田
美
咲
さ
ん（
写
真
右
）が
、
８

月
６
日（
水
）に
同
会
場
で
開
催
さ
れ
る
九
州
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
を
田
中
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
同
校
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
、
上
小
田
地
区
の
空

き
店
舗
を
活
用
し
た
高
校
生
ケ
ー
キ
カ
フ
ェ
や
ま
ち

歩
き
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
す
る
な
ど
、

学
生
の
視
点
で

様
々
な
地
域
活
性

化
の
取
り
組
み
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
５
月
30
日
に
佐
賀

県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
た「
第

37
回
佐
賀
県
消
防
救
助
技
術
総

合
訓
練
」に
お
い
て
、白
石
消
防

署
の
職
員
３
名
が
「
ほ
ふ
く
救

出
」に
出
場
し
、見
事
に
優
勝
し

ま
し
た
。

　
訓
練
に
は
、江
北
町
出
身
の
中

村
良
和
さ
ん
が
指
導
に
当
た
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
今
後
は
、８
月
27
日
に
千
葉
県

で
開
催
さ
れ
る
「
第
43
回
全
国

消
防
救
助
技
術
大
会
」へ
佐
賀
県

代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　
全
国
大
会
で
良
い
結
果
を
残

せ
る
よ
う
、一
層
訓
練
に
励
ん
で

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

７/ 3 小学校ボランティア委員　七夕をお届け

佐賀農業高校佐賀県農業クラブ連盟大会で最優秀賞受賞

白石消防署員、全国大会出場決定
　　　　　　　　指導者に江北町出身の中村さん

ライフセービング講習会

まちの話題 TOPIC NEWS

　
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
と

は
、
水
辺
の
事
故
を
無
く

す
こ
と
を
目
的
と
し
、
監

視
や
指
導
、
救
助
等
の
活

動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
や
そ
の
活
動
を
指
し

ま
す
。

　
７
月
７
日（
月
）、
Ｂ
＆

Ｇ
プ
ー
ル
に
お
い
て
、
新

宮
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ク

ラ
ブ
に
よ
る
ラ
イ
フ
セ
ー

ビ
ン
グ
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
20
人
を
超
え
る
参
加
者

が
集
ま
り
、
水
難
事
故
防

止
の
た
め
の
講
習
会
と
実

技
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
後

輩
た
ち
や
町
民
の
方
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

い
い
経
験
に
な
っ
た
」
な

ど
の
感
想

が
得
ら
れ
、

高
い
満
足

度
が
う
か

が
え
ま
し

た
。

　
６
月
に
開
催
さ
れ
た
第
34
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小

学
生
佐
賀
県
大
会
に
お
い
て
、
江
北
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

ボ
ー
イ
ズ
ク
ラ
ブ
が
第
３
位
と
な
り
、
８
月
に
行
わ
れ
る

九
州
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
選
手
の

み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
７
月
２
日（
水
）に
表
敬
訪
問
に
来
た
際
、
主
将
の
元

山
桜
介
く
ん（
大
町
町
）は
田
中
町
長
に
、「
１
点
で
も
多

く
点
数
を
取
り
た
い
」
と
九
州
大
会
へ
の
意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て
く
だ
さ

い
ね
。

７/ 7
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平成26年度 江北町職員採用試験を実施します

試　験　日 平成26年９月21日（日）　午前９時30分集合

平成26年10月下旬～11月上旬に第一次試験の合格者について実施します。

佐賀県立佐賀工業高等学校　佐賀市緑小路１番１号

高等学校卒業程度の一般知識・知能について五枝択一式による
筆記試験

平成元年4月2日から平成9年4月1日までに生まれた者。
学歴は問いません。（居住地要件あり）

平成26年８月４日（月）から８月22日（金）まで（土・日除く）
受付時間は、午前８時30分から午後５時15分までです。

江北町役場　２階　総務企画課　
※郵送による申込受付けは８月22日当日消印有効。

試　験　地
第一次試験

試験区分 採用予定 受　験　資　格

一般事務A

申込書の請求先

申　込　方　法

受　付　期　間

受　付　場　所

３人程度

第二次試験

試 験 内 容

※居住地要件等の詳細については、ホームページをご覧になるか、直接お問い合わせ下さい。

※郵送で申込書の請求を希望する場合は、封筒の表に『採用試験申込書請
求』と朱書し、必ず 120 円切手を貼った宛先明記の返信用封筒（角型２号）
を同封し江北町役場総務企画課まで郵送ください。

 受験申込書に必要事項を記入し、写真欄に平成26年４月以降に撮影した
本人の写真を該当箇所に貼ってください。受験票裏面には52円切手を貼
り、宛先及び郵便番号を明記してください。
※郵送で申込む場合は、必ず簡易書留で送ってください。

○江北町役場　総務企画課（江北町大字山口１６５１番地１）

○採用試験についての問い合わせ先　　総務企画課　行政係　☎０９５２－８６－２１１１
http://www.town.kouhoku.saga.jp/

○受付期間等

○受験手続

○試験区分、採用予定人数及び受験資格

○試験日程、試験内容
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　本校校歌は昭和３１年
に制定され、以来５９年、
一万余人に歌い継がれて
きました。誠実で明るく
勤労、勤勉を推奨するこ
の歌は、実直な町民性と
相まって、本町の基本的
精神として、心の根底に
脈々と流れています。

　作詞をされた中島哀浪（あいろう：明治１６年～昭和４１年）さんは、北原白秋や若山
牧水と並ぶ九州三大歌人の一人です。佐賀市川久保出身で佐中卒業後、早稲田大学に進学
するも二年時で中退。以後、佐賀に戻り郵便局長や教師をしながら多くの歌を詠み、短歌
結社「ひのくに」などの主宰や歌集を発行し、郷土の歌人として活躍されました。晩年、
昭和２６年（６８歳）頃から県内を中心に多くの学校の校歌を制作され、近隣では北方小
や大町小中、福富小、北明小、白石高校などの校歌を手がけておられます。

　本校の校歌は歌詞が七五調で歌いやすく、一つ一つの言葉がとても大切にされています。
その中で私は、冒頭の「開け窓々」が気に入っています。心を解き放ち、視界を外部に広
げ溌剌とした姿が、本校の子ども達にとてもふさわしいからです。また「稲の花」には、
実るほど頭を垂れる稲穂となるよう、精進を願う思いを感じます。

　本町はかつて炭鉱で大きく栄えた町。本校体育館の校歌の横に付記してあるように、二
番は現状にそぐわないので歌わない、とされた時期がありました。昨年度、前任の藤井校
長先生が歌うことを主張され、それからは毎月の全校朝会で歌うようになったそうです。
私は幼少の頃、姉に手を引かれて回転焼きを一つ握り、杵島炭鉱の３坑（大町）から５坑
までトロッコ電車に乗り、上小田の衣料品店まで服を買いに行ったことを思い出しました。

　三番は交通の要衝、本町ならではの風景です。朝日を浴びながら、元気に「歩いて」登
校する姿が目に浮かびます。本校は「自ら学び心豊かにたくましく生きる江北の子の育成」
を教育目標として取り組んでいます。少し気になるのが、他校に比べて保護者の送迎が多
いこと。身も心も強く「たくましく」生きるために、自分の力で登校するよう、指導した
いと思っています。

　私は校歌を口にするたびに、本校に着任できた喜びと、教育にかける思いを、新たにし
ています。

教 育 の
ス ス メ 江北小学校校歌

江北町立江北小学校　校長　川 﨑 健 二

校   

歌
作
詞

　中
島
哀
浪

作
曲

　陶
山

　聡

一
、
開
け
窓
々  

日
の
光

　
　学
ぶ
わ
れ
ら
は  

稲
の
花

　
　み
ん
な
そ
ろ
っ
て  

実
る
ご
と

　
　育
っ
て
ゆ
こ
う  

油
断
な
く

二
、
炭
は
か
が
や
く  
掘
り
あ
げ
る

　
　学
ぶ
わ
れ
ら
の  
幸
福
は

　
　元
気
を
出
せ
ば  

湧
い
て
く
る

　
　勉
強
し
よ
う  

は
た
ら
こ
う

三
、
飛
ぶ
は
野
の
鳥  

汽
車
の
音

　
　学
ぶ
わ
れ
ら
も  

張
り
き
っ
て

　
　行
く
よ
ひ
と
す
じ  

朝
の
路

　
　江
北
小
学  

光
る
屋
根

江北町

議会だより

131No. 号
【平成26年度】
6月定例会

編集・発行／佐賀県江北町議会　広報委員会

contents
●一般質問
●予算特別委員会
●各常任委員会
●条例改正

議会一般質問を傍聴される町民の皆さん
（９月議会より一般質問の模様がケーブルテレビで放映されます。）
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12広
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坂
井　

去
る
３
月
14
日
、
中

学
校
卒
業
式
は
あ
い
に
く
雨

の
な
か
で
執
り
行
わ
れ
た
。

以
前
に
議
会
で
も
雨
音
で
授

業
が
出
来
な
い
等
の
意
見
が

出
さ
れ
て
い
た
。
雨
音
に
よ

り
騒
音
が
あ
る
と
は
聞
い
て

は
い
た
が
、
こ
の
日
、
町
長

の
祝
辞
、
マ
イ
ク
は
使
っ
て

い
た
も
の
の
ほ
と
ん
ど
聞
こ

え
て
こ
な
か
っ
た
。
町
、
教

育
委
員
会
は
、
防
音
対
策
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
検
討
し

た
の
か
。
騒
音
、
防
音
対
策

と
し
て
体
育
館
の
屋
根
上
に
、

ソ
ー
ラ
ー
の
設
置
を
考
え
て

は
と
思
う
が
、
平
面
的
に
は

体
育
館
の
広
さ
は
南
北
に
47

ｍ
、
東
西
に
31
ｍ
、
１
、
４

５
７
㎡
の
面
積
が
あ
る
。
こ

の
内
80
％
ソ
ー
ラ
ー
を
載
せ

る
と
し
て
、
１
５
０
kw　
hr
の

発
電
量
と
な
る
。
設
備
費
と

し
て
、
地
上
で
設
置
し
た
場

合
約
５
千
万
円
。
今
、
農

地
、
空
き
地
等
を
借
り
上
げ

て
、
太
陽
光
発
電
に
利
用
し

た
い
と
い
う
業
者
が
多
く
見

受
け
ら
れ
る
。
こ
こ
で
提
案

で
す
が
、
体
育
館
の
屋
根
を

信
頼
の
持
て
る
専
門
業
者
に

貸
し
て
は
と
思
う
が
、
町
と

し
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
環
境
負
荷
、

い
わ
ゆ
る
CO2

の
排
出
量
が

減
り
、
ま
た
騒
音
が
消
え
一

石
二
鳥
と
私
は
思
う
が
。　

町
長　

体
育
館
改
築
に
当
り

改
築
検
討
委
員
会
を
数
回
と

な
く
開
き
、
検
討
を
行
い
建

設
に
反
映
を
し
て
き
た
が
、

ご
存
知
の
と
お
り
強
風
や
豪

雨
の
と
き
に
は
風
の
音
や
雨

の
音
が
か
な
り
耳
触
り
に
な

っ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。
当
時
施
工
業
者
等
と

協
議
、
確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、

使
用
目
的
が
学
校
屋
内
運
動

場
で
標
準
仕
様
で
あ
り
設
計

基
準
に
基
づ
き
施
工
さ
れ
て

お
り
、
問
題
は
な
い
と
報
告

を
受
け
た
。
こ
れ
か
ら
防
音

対
策
と
し
て
天
井
に
防
音
材
、

つ
り
天
井
な
ど
を
設
け
る
と

い
う
方
法
は
、
多
額
の
費
用

が
か
か
る
。
今
の
と
こ
ろ
学

校
か
ら
は
授
業
に
支
障
が
あ

る
と
の
報
告
は
受
け
て
い
な

い
。
防
音
対
策
と
し
て
体
育

館
屋
根
上
に
ソ
ー
ラ
ー
の
設

置
を
考
え
て
は
と
の
こ
と
で

す
が
、
体
育
館
の
屋
根
に
ソ

ー
ラ
ー
の
設
置
場
所
と
し
て

南
側
の
半
面
に
は
設
置
可
能

で
あ
る
が
、
北
側
の
屋
根
に

は
費
用
対
効
果
を
考
え
た
場

合
不
適
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
。
体
育
館
の
屋
根
を

信
頼
の
持
て
る
専
門
業
者
に

貸
し
て
は
と
の
こ
と
で
す
が
、

県
内
で
も
佐
賀
市
が
平
成
24

年
度
に
屋
根
貸
し
に
よ
る
太

陽
光
発
電
を
募
集
し
25
年
度

に
建
設
し
稼
働
し
て
い
る
。

や
は
り
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ

ッ
ト
等
が
あ
り
そ
の
辺
を
検

討
し
て
今
後
の
参
考
に
し
た

い
。

坂
井　

町
長
は
北
側
の
屋
根

は
不
適
と
言
わ
れ
た
が
、
学

校
近
く
で
専
門
家
の
方
と
観

た
結
果
、
南
側
と
比
べ
て
幾

ら
か
は
効
率
は
落
ち
る
も
の

の
載
せ
ら
れ
な
い
と
言
う
ほ

ど
の
光
の
減
量
で
は
な
い
と

の
こ
と
。
全
面
載
せ
る
よ
う

提
案
し
た
の
は
、
騒
音
対
策
、 

全
面
載
せ
な
い
と
騒
音
対
策

に
な
ら
な
い
。

町
長　

全
部
を
つ
け
る
と
い

う
こ
と
は
補
助
事
業
で
は
認

め
ら
れ
な
い
。
そ
う
す
る
と

や
は
り
信
頼
の
持
て
る
業
者

に
貸
し
た
方
が
い
い
の
か
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
佐

賀
市
の
も
の
を
参
考
に
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

坂
井　

昨
年
11
月
30
日
と
今

年
２
月
24
日
、
上
小
田
地
区

で
火
災
が
発
生
し
た
。
２
件

と
も
無
風
で
あ
っ
た
こ
と
と

消
防
関
係
者
の
懸
命
の
消
火

活
動
に
よ
り
延
焼
は
免
れ

た
。
し
か
し
、
鎮
火
に
は
そ

れ
な
り
の
時
間
が
か
か
っ

た
。
問
題
は
消
火
用
水
。
水

が
大
量
必
要
で
あ
り
、
防
火

水
槽
、
消
火
栓
に
は
水
量
に

限
り
が
あ
る
。
防
火
水
槽
は

40
㎥
、
消
防
車
１
台
で
放
水

し
た
と
し
て
24
分
し
か
も
た

な
い
。
２
件
の
火
災
に
対
し

て
は
水
利
関
係
者
と
し
て
速

や
か
に
堤
か
ら
落
水
し
た
が
、

土
の
う
等
で
水
を
止
め
よ
う

と
し
た
が
、
水
の
勢
い
で
止

め
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
。

中
山
間
地
域
で
は
堀
か
ら
は

遠
い
所
も
あ
り
、
非
常
時
に

消
火
用
水
と
し
て
即
使
え
る

よ
う
堤
か
ら
の
用
水
路
に
堰

板
が
取
り
付
け
ら
れ
る
よ
う

考
え
て
頂
き
た
い
。
用
水
路

の
な
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、

防
火
水
槽
の
設
置
を
。

町
長　

消
防
団
と
区
や
土
木

の
方
々
と
の
話
し
合
い
を
し

て
頂
き
町
と
し
て
も
出
来
る

だ
け
そ
の
要
望
に
応
え
て
い

き
た
い
。
防
火
水
槽
に
つ
い

て
も
、
地
元
か
ら
要
望
が
あ

れ
ば
検
討
し
た
い
。

メリット、デメリットがある　　
佐賀市の屋根貸しソーラー事業を参考に検討したい

町長

一
般
質
問

町
長　

消
防
団
と
区
や
土

木
員
の
方
と
の
話
し
合
い

を
し
て
頂
き
、
町
と
し
て

も
出
来
る
だ
け
そ
の
要
望

に
応
え
て
い
き
た
い

中学校体育館、降雨時の騒音対策として
屋根貸付による ソーラー設備設置の考えは

坂 井 正 隆　議員

中学校体育館屋根にソーラー設備はできないか

中
山
間
地
域
で
消
防
水

利
が
遠
い
と
こ
ろ
は
、

た
め
池
か
ら
の
落
水
を

使
え
る
よ
う
放
水
路
に

堰
板
の
設
置
を

地元で設置された消火用堰板
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池
田　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
被

害
は
、
営
農
意
識
の
意
欲
の

減
退
や
耕
作
放
棄
地
の
増
大

と
な
っ
て
お
り
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
の
対
策
を
効
果
的
に
進
め

る
た
め
に
、
鳥
獣
捕
獲
の
担

い
手
の
確
保
や
捕
獲
活
動
を

一
層
強
化
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
。
24
・
25
年
度
の
鳥

獣
に
よ
る
被
害
状
況
は
。

町
長　

被
害
額
は
、
24
年
度

は
４
６
９
万
円
、
25
年
度
は

２
６
４
万
円
で
、
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
柵
の
設
置
に
よ
り
、

田
へ
の
被
害
は
減
少
傾
向
に

あ
る
。
25
年
度
の
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
柵
の
実
績
は
、
要

望
数
が
４
地
区
あ
り
、
設
置

距
離
が
１
万
１
，
５
２
４
ｍ

で
、
電
気
牧
柵
の
要
望
は
あ

っ
て
い
な
い
。

池
田　

国
の
鳥
獣
被
害
防
止

総
合
対
策
交
付
金
の
額
は
。

町
長　

７
９
５
万
円
で
、
こ

れ
は
配
分
で
は
な
く
、
被
害

地
区
か
ら
の
要
望
に
よ
り
交

付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

池
田　

被
害
状
況
及
び
被
害

金
額
が
50
％
近
く
減
少
し
て

い
る
要
因
は
。

産
業
課
長　

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
柵
が
広
範
囲
に
構
築
さ

れ
て
い
て
、
23
年
～
25
年
度

で
、
約
26
㌔
に
亘
っ
て
設
置

さ
れ
た
。
ま
た
イ
ノ
シ
シ
の

捕
獲
が
増
え
て
い
て
、
国
庫

事
業
で
１
頭
に
つ
き
成
獣
で

８
千
円
、
幼
獣
で
１
千
円
の

補
助
事
業
の
導
入
が
あ
り
、

猟
友
会
の
方
々
へ
の
刺
激
、

励
み
に
な
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

池
田　

猟
友
会
と
の
連
携
と

し
て
、
24
年
度
に
産
業
課
職

員
６
名
、
民
間
隊
員
の
猟
友

会
員
４
名
か
ら
な
る
実
施
隊

の
活
動
成
果
は
。

産
業
課
長　

猟
友
会
は
11
名

で
活
動
さ
れ
て
い
る
。
イ
ノ

シ
シ
わ
な
猟
、
銃
猟
は
４
名

の
70
歳
以
上
の
高
齢
の
方
々

で
あ
り
、
か
な
り
の
捕
獲
成

果
を
上
げ
て
い
る
。
ま
た
実

施
隊
の
メ
ン
バ
ー
も
こ
の
方

た
ち
に
よ
っ
て
、
ア
ナ
グ
マ

や
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
に
も
成

果
が
出
て
い
る
。

池
田　

25
年
度
の
捕
獲
頭
数

は
。

産
業
課
長　

ア
ナ
グ
マ
は
10

頭
位
で
、
イ
ノ
シ
シ
は
前
年

よ
り
１
２
９
頭
増
え
て
２
６

７
頭
捕
獲
。

池
田　

今
後
、
地
域
ぐ
る
み

の
取
り
組
み
等
の
考
え
は
。

町
長　

地
域
の
方
々
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
若
い
人
の
免

許
取
得
者
を
増
や
し
て
い
く

こ
と
を
考
え
て
い
く
。

池
田　

昨
年
、
施
行
さ
れ
た

「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」

に
基
づ
き
、
町
で
も
今
年
３

月
に
「
江
北
町
学
校
い
じ
め

問
題
調
査
委
員
会
設
置
条

例
」
が
制
定
さ
れ
た
が
、
委

員
会
の
開
催
と
学
校
で
の
い

じ
め
の
現
状
と
対
策
は
。

教
育
長　

委
員
会
の
開
催
は

ま
だ
な
い
。
今
月
の
定
例
の

教
育
委
員
会
に
諮
り
、
委
嘱

状
を
交
付
し
た
の
ち
委
員
会

を
開
催
す
る
。
26
年
度
に
な

り
、
い
じ
め
と
疑
わ
れ
る
事

案
は
３
件
報
告
が
あ
っ
た
。

こ
の
時
点
で
、
い
じ
め
対
策

委
員
会
を
速
や
か
に
開
催
し
、

状
況
確
認
を
す
る
と
と
も
に

事
実
確
認
を
行
い
、
対
応
策
、

謝
罪
、
再
発
防
止
策
、
心
的

ケ
ア
の
手
立
て
を
協
議
し
、

適
切
、
迅
速
に
対
応
し
て
い

る
。

池
田　

今
年
、
新
し
い
形
で

の
青
少
年
育
成
町
民
会
議
が

開
催
さ
れ
る
が
、
概
要
等
の

説
明
を
。

教
育
長　

目
的
の
一
つ
が
、

地
域
の
子
供
は
地
域
ぐ
る
み

で
協
働
し
て
育
て
て
い
く
こ

と
で
あ
る
。
23
の
各
種
団
体

の
代
表
者
に
案
内
を
出
し
、

６
月
の
理
事
会
で
基
本
方
針

等
を
決
定
し
て
、
挨
拶
や
い

じ
め
問
題
等
に
つ
い
て
具
体

的
な
重
点
目
標
を
掲
げ
る
こ

と
に
な
る
。

池
田　

各
地
で
い
じ
め
問
題

が
大
き
く
報
道
さ
れ
て
い
る

な
か
、
学
校
や
教
育
委
員
会

と
の
連
携
に
対
す
る
考
え
は
。

教
育
長　

大
き
な
事
案
に
な

ら
な
い
よ
う
、
教
育
委
員
会

が
中
心
と
な
っ
て
学
校
、
地

域
、
社
会
に
お
願
い
を
し
、

取
組
み
を
強
く
し
て
い
く
。

池
田　

ビ
ッ
キ
ー
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
に
つ
い
て
、
隊
員
は
皆

さ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動

し
て
い
る
が
、
パ
ト
ロ
ー
ル

講
習
を
受
け
た
職
員
に
は
是

非
、
年
１
回
で
も
一
緒
に
活

動
を
お
願
い
し
た
い
が
。

町
長　

役
場
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
組
織
に
参
加
を
お
願
い
し

て
い
く
。

一
般
質
問 地域の方々の協力を得ながら、

若い人の免許取得者を増やしていきたい
町長

教
育
長 

教
育
委
員
会
が

中
心
に
な
っ
て
学
校
、
地

域
、
社
会
に
お
願
い
し
、

取
組
を
強
く
し
て
い
く

鳥獣被害のその後の対策は
池 田 和 幸　議員

守
ら
れ
て
い
る
の
か

青
少
年
の
健
全
育
成

イノシシ対策のメッシュ柵設置状況
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土
渕　

今
年
四
月
か
ら
消
費

税
８
％
へ
の
引
き
上
げ
と
食

料
品
の
高
騰
で
給
食
費
が
値

上
げ
さ
れ
、
保
護
者
へ
の
負

担
増
と
な
っ
た
。
総
額
い
く

ら
増
額
と
な
っ
て
い
る
か
ま

た
、
来
年
度
に
は
消
費
税
が

昨
年
度
ま
で
の
二
倍
、
10
％

へ
の
引
き
上
げ
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、

ま
た
給
食
費
を
上
げ
る
つ
も

り
か
。
県
内
で
も
、
給
食
費

を
上
げ
な
い
で
頑
張
っ
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
と
聞
く
。

ど
う
い
う
市
や
町
が
あ
る
か
。

義
務
教
育
費
無
償
の
観
点
か

ら
、
給
食
費
を
町
か
ら
の
支

援
で
引
き
上
げ
を
し
な
い
よ

う
に
求
め
る
。

町
長　

消
費
税
が
３
％
ア
ッ

プ
し
た
。
そ
れ
に
伴
う
給
食

費
徴
収
額
の
増
額
は
１
２
０

万
２
７
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

10
％
へ
の
引
き
上
げ
に
伴
う

給
食
費
の
値
上
げ
に
つ
い
て

は
、
８
％
に
上
が
る
時
に
給

食
運
営
委
員
会
で
協
議
さ
れ

て
お
り
、
平
成
27
年
度
の
途

中
で
消
費
税
が
上
が
っ
た
場

合
、
そ
の
年
度
の
値
上
げ
は

し
な
い
け
れ
ど
も
、
28
年
度

を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
保
護
者
も
入

っ
て
い
る
運
営
委
員
会
で
再

度
検
討
す
る
。
も
し
上
げ
る

と
し
て
も
、
そ
の
上
が
っ
た

分
の
２
％
の
み
に
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
既
に
協
議
が
な

さ
れ
て
い
る
と
報
告
を
受
け

て
い
る
。
給
食
費
を
上
げ
な

い
で
頑
張
っ
て
い
る
自
治
体

は
神
埼
小
城
、
武
雄
、
嬉
野
、

鹿
島
、
伊
万
里
の
六
市
で
、

あ
と
基
山
、
み
や
き
、
白
石
、

玄
海
の
４
町
。
佐
賀
市
と
鳥

栖
市
唐
津
市
の
三
市
に
つ
い

て
は
学
校
に
よ
っ
て
異
な
っ

て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ

る
。
町
か
ら
の
支
援
で
給
食

費
を
上
げ
な
い
よ
う
に
と
い

う
こ
と
だ
が
、
今
後
も
本
町

は
、
義
務
教
育
九
ヶ
年
の
中

で
、
小
学
一
年
、
中
学
一
年

そ
し
て
、
第
三
子
以
降
の
児

童
に
対
し
て
、
町
か
ら
助
成

を
今
後
も
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

土
渕　

医
療
費
の
無
料
化
を

高
校
生
ま
で
広
げ
る
取
り
組

み
も
全
国
的
に
今
進
ん
で
き

た
。
本
町
で
も
高
校
生
ま
で

枠
を
広
げ
る
よ
う
求
め
た
い
。

そ
の
た
め
の
費
用
と
し
て
ど

れ
ぐ
ら
い
必
要
か
。

町
長　

高
校
生
ま
で
助
成
対

象
を
広
げ
た
場
合
の
費
用
と

し
て
は
、
25
年
度
の
小
・
中

学
生
の
助
成
額
を
も
と
に
計

算
を
し
て
み
る
と
大
体
４
５

０
万
円
前
後
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
医
療
費
の

助
成
を
高
校
生
ま
で
拡
大
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
県
内
の
動
向
や
、
本
町
が

い
ろ
い
ろ
子
育
て
支
援
の
対

策
を
や
っ
て
い
る
の
で
、
そ

の
辺
と
の
絡
み
を
考
え
な
が

ら
や
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

土
渕　

中
学
卒
業
祝
い
金
が
、

今
年
の
三
月
卒
業
生
か
ら
実

施
さ
れ
た
。
他
の
中
学
に
行

く
生
徒
が
排
除
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
町
民
の
間
か
ら
疑
問

が
出
さ
れ
て
い
る
。
町
長
は
、

養
護
学
校
に
行
く
子
供
た
ち

に
は
支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
表
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
際
、
町
内
の
全
て
の
中

学
卒
業
生
に
祝
い
金
を
支
給

す
る
の
が
妥
当
だ
と
考
え
る

が
、
改
善
を
求
め
た
い
。

町
長　

養
護
学
校
の
人
た
ち

は
や
は
り
体
に
ハ
ン
デ
を
持

た
れ
て
、
江
北
の
中
学
校
に

行
く
よ
り
も
、
そ
し
て
ま
た

養
護
学
校
に
行
っ
た
ほ
う
が

そ
の
子
供
た
ち
の
た
め
に
も

な
る
だ
ろ
う
し
、
ま
た
、
そ

う
い
う
形
で
養
護
学
校
と
い

う
も
の
が
あ
る
わ
け
で
す
の

で
、
そ
う
い
う
人
た
ち
に
は

や
は
り
卒
業
生
と
一
緒
に
や

る
。
他
の
学
校
に
通
学
し
て

い
る
生
徒
に
つ
い
て
は
、
支

給
は
考
え
て
い
な
い
。

土
渕　

江
北
町
学
校
い
じ
め

問
題
調
査
委
員
会
設
置
条
例

３
条
で
は｢

調
査
委
員
五
名

以
内
で
組
織
す
る｣

と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
第
２
項
で
学

識
経
験
者
及
び
警
察
関
係
者

と
な
っ
て
い
る
。
警
察
関
係

者
を
弁
護
士
と
改
め
る
よ
う

に
求
め
る
。

町
長　
　

警
察
の
ほ
う
へ
学

校
い
じ
め
問
題
調
査
の
委
員

に
お
願
い
を
し
て
い
た
が
、

つ
い
先
日
、
警
察
の
ほ
う
か

ら
、
調
査
委
員
と
し
て
は
難

し
い
旨
の
説
明
を
い
た
だ
い

た
。
理
由
と
し
て
は
、
言
わ

れ
た
と
お
り
、
重
大
事
態
と

な
る
事
件
性
が
あ
り
、
警
察

と
し
て
調
査
を
行
う
の
で
、

委
員
と
し
て
の
調
査
委
員
会

で
調
査
と
な
る
と
、
個
人
情

報
の
漏
え
い
や
守
秘
義
務
等

も
あ
り
難
し
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
弁
護
士
等
に
つ
い

て
は
、
教
育
委
員
会
の
ほ
う

で
、
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

一
般
質
問給食運営委員会での結果を尊重したい町長

学校給食費に町の支援を
土 渕 茂 勝　議員

町
長　

本
町
の
子
育
て

支
援
施
策
及
び
県
内
の

動
向
を
見
て
判
断
す
る

町
長　

教
育
委
員
会
で

検
討
し
て
も
ら
う

高
校
生
へ
の
医
療
費

支
援
を

い
じ
め
調
査
委
員
に

弁
護
士
を

卒
業
祝
い
金
は
全
員
へ

町
長　

町
外
へ
通
学
す

る（
養
護
学
校
は
除
く
）

生
徒
は
考
え
て
い
な
い

　
　
楽
し
い
給
食

（
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
）
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西
原　

先
の
新
聞
紙
上
に

「
30
年
間
の
試
算
と
し
て
自

治
体
の
５
割
で
若
い
女
性
が

半
減
、
地
域
崩
壊
も
」
と
い

う
記
事
が
載
っ
て
い
た
。
近

隣
市
町
で
は
消
滅
可
能
性
都

市
と
し
て
ほ
と
ん
ど
が
上
が

っ
て
い
た
、
わ
が
町
の
若
年

女
性
の
推
移
は
。

町
長　

現
在
わ
が
町
の
20
歳

か
ら
39
歳
ま
で
の
人
口
は
、

人
口
問
題
研
究
所
の
数
値
を

も
と
に
い
く
と
現
在
１
，
１

２
０
人
、
来
年
度
の
予
想
が

１
，
０
８
６
人
で
あ
る
こ
と

か
ら
我
が
町
に
お
い
て
の
若

年
女
性
の
大
幅
な
減
少
は
な

い
と
捉
え
て
い
る
。

西
原　

現
在
わ
が
町
に
は
新

し
い
住
宅
が
建
ち
並
ん
で
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
住
宅
建

設
に
つ
い
て
も
す
こ
し
落
ち

着
い
て
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
新
し
く
町
内
に
移

住
さ
れ
る
方
へ
の
施
策
も
今

後
必
要
な
の
で
は
。

町
長　

新
し
く
来
て
い
た
だ

く
方
に
サ
ー
ビ
ス
す
る
よ
り

も
、
現
在
住
ん
で
い
る
方
に

サ
ー
ビ
ス
す
る
ほ
う
が
町
民

の
た
め
に
な
る
と
思
っ
て
い

る
。

西
原　

子
育
て
支
援
を
含
め
、

子
供
を
持
つ
保
護
者
に
対
す

る
町
と
し
て
の
支
援
は
あ
る

も
の
の
、
若
い
女
性
に
対
す

る
支
援
等
も
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

町
長　

若
い
女
性
が
敬
遠
し

が
ち
な
ト
イ
レ
関
係
等
下
水

道
の
整
備
は
着
実
に
進
ん
で

い
る
。
ま
た
、
医
療
に
関
す

る
助
成
等
も
行
っ
て
い
る

西
原　

若
い
女
性
が
仕
事
を

含
め
わ
が
町
に
住
み
た
い
と

い
う
考
え
を
も
っ
て
い
た
だ

く
上
で
、
町
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
は
出
来
な
い

か
。

町
長　

来
年
度
が
国
勢
調
査

の
年
で
も
あ
り
、
そ
れ
に
追

加
し
て
考
え
て
み
た
い
。

西
原　

町
の
企
業
誘
致
条
例

に
つ
い
て
雇
用
に
対
す
る
奨

励
金
等
の
見
直
し
が
出
来
な

い
か
。

町
長　

企
業
の
誘
致
条
例
は

新
規
に
企
業
が
来
ら
れ
た
時

に
助
成
等
を
考
え
た
も
の
。

今
後
新
採
用
に
つ
い
て
は
検

討
し
て
い
き
た
い
。

西
原　

よ
い
地
域
の
条
件
の

一
つ
に
、
良
い
学
び
の
場
が

あ
る
こ
と
と
聞
く
。
高
校
再

編
で
ぜ
ひ
わ
が
町
に
高
校
を

誘
致
し
、
幼
稚
園
か
ら
高
校

ま
で
を
実
現
し
て
は
。

町
長　

今
後
の
成
り
行
き
を

み
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

西
原　

現
在
石
原
に
新
し
く

町
営
住
宅
が
建
設
さ
れ
て
い

る
が
防
火
水
槽
の
設
置
は
で

き
な
い
か
。

町
長　

町
営
住
宅
に
つ
い
て

は
敷
地
面
積
が
消
防
法
の
施

行
令
に
該
当
し
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
今
の
と
こ
ろ
計

画
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

地
元
や
消
防
団
と
協
議
を
し

な
が
ら
検
討
し
た
い
。

西
原　

先
日
開
催
さ
れ
た
防

災
会
議
に
お
い
て
も
、
地
域

の
自
主
防
災
の
組
織
作
り
を

し
て
い
き
た
い
と
言
わ
れ
る

が
、
本
町
の
現
状
は
。

町
長　

現
在
、
組
織
率
が
85

％
と
な
っ
て
お
り
。
地
区
の

防
災
会
議
や
避
難
訓
練
、
初

期
消
火
訓
練
等
を
実
施
さ
れ

て
い
る
。

西
原　

地
区
消
防
団
員
や
町

職
員
と
合
同
の
防
災
訓
練
の

実
施
は
。

町
長　

自
主
的
に
ま
ず
や
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
方
法

を
区
長
会
等
で
お
願
い
し
た

い
。

西
原　

現
在
町
有
地
が
42
万

６
，
６
２
８
㎡
あ
る
。
そ
の

他
２
箇
所
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
町
有
地
が
あ
る
が
、

そ
れ
ら
の
土
地
の
有
効
活
用

が
で
き
な
い
か
。

町
長　

町
が
所
有
す
る
土
地

に
は
、
行
政
財
産
と
そ
れ
以

外
の
普
通
財
産
が
あ
る
。
普

通
財
産
に
つ
い
て
は
間
接
的

に
貸
付
等
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
現
在
は
資
材

置
き
場
と
し
て
利
用
し
て
い

る
所
も
あ
る
。

西
原　

下
水
道
の
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
周
辺
町
有
地
に
つ

い
て
、
太
陽
光
発
電
の
設
置

は
で
き
な
い
か

町
長　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
土
地
に
つ
い
て
は
取
得
時

に
国
費
及
び
起
債
を
投
入
し

て
お
り
、
国
や
県
と
の
協
議

が
必
要
。
最
終
的
に
は
地
元

と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、

考
え
て
行
き
た
い
。

一
般
質
問 わが町においての若年女性の大幅な減少はない町長

魅力ある町づくりについて問う
西 原 好 文　議員

火
災
時
の
水
利
確
保
と

防
災
体
制
づ
く
り

町
有
地
の
有
効
活
用
と

今
後
の
取
組
み　

町
長　

普
通
財
産
に
つ

い
て
は
間
接
的
に
貸
付

等
が
で
き
る
。

町
長 

消
防
団
と
協
議
を

し
な
が
ら
、検
討
し
た
い
。

女性進出の職場（だいちの家）
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大
隈　

福
岡
管
区
気
象
台
は

４
月
25
日
に
、
世
界
的
異
常

気
象
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
る

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
が
５
年

ぶ
り
に
夏
に
発
生
す
る
可
能

性
が
高
く
、
そ
の
影
響
で
九

州
地
方
は
７
月
を
中
心
に
梅

雨
前
線
の
影
響
を
受
け
る
と

の
見
通
し
を
明
ら
か
に
し
た
。

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
が
発
生

す
れ
ば
、
季
節
進
行
が
遅
く

な
る
と
想
定
さ
れ
、
７
月
豪

雨
へ
の
警
戒
が
必
要
だ
と
呼

び
か
け
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

に
何
回
と
な
く
梅
雨
ど
き
に

発
生
す
る
集
中
豪
雨
に
よ
る

内
陸
冠
水
被
害
と
幹
線
道
路

の
冠
水
被
害
が
あ
り
、
我
が

町
に
お
い
て
も
過
去
に
何
回

と
な
く
あ
ち
こ
ち
で
発
生
し

て
い
る
。
冠
水
被
害
を
最
小

限
に
食
い
と
め
る
よ
う
な
防

止
対
策
を
今
後
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
こ
れ
か
ら
地
球
温

暖
化
が
進
み
、
生
活
し
て
い

く
う
え
で
町
民
の
生
命
、
財

産
は
守
れ
な
い
と
思
う
が
考

え
を
伺
い
た
い
。

町
長　

梅
雨
時
期
に
気
を
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が

水
害
に
対
す
る
警
戒
で
あ
り
、

一
昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨
災

害
の
際
は
、
本
町
に
お
い
て

も
７
月
13
日
か
ら
14
日
に
か

け
て
の
豪
雨
に
よ
り
江
北
バ

イ
パ
ス
（
砥
川
地
区
）
も
寸

断
さ
れ
交
通
機
能
が
麻
痺
し

た
こ
と
は
御
承
知
の
と
お
り

で
あ
り
、
こ
の
と
き
の
町
の

対
応
と
し
て
は
、
災
害
本
部

を
設
置
し
、
各
地
区
の
被
害

状
況
等
を
確
認
し
対
策
を
行

っ
た
。
そ
の
時
の
道
路
冠
水

が
町
内
で
５
か
所
あ
り
交
通

規
制
を
行
っ
た
ほ
か
、
住
宅

街
に
お
い
て
は
床
下
に
水
位

が
及
び
そ
う
と
い
う
こ
と
か

ら
、
災
害
協
定
を
結
ん
で
い

る
建
友
会
の
協
力
の
も
と
土

の
う
積
み
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
同
時
に
町
公
民
館

に
避
難
所
を
開
設
し
自
主
避

難
を
呼
び
か
け
た
。

大
隈　

三
年
前
、
地
元
県
議

の
努
力
に
よ
り
鉄
橋
側
面
の

堤
防
の
一
部
の
か
さ
上
げ
改

修
工
事
を
３
千
万
円
か
け
て

行
っ
て
き
た
が
、
こ
こ
の
鉄

橋
本
体
に
お
い
て
は
、
何
ら

工
事
も
さ
れ
ず
、
以
前
の
ま

ま
で
あ
る
。
鉄
橋
側
面
の
堤

防
の
高
さ
は
、
海
抜
４
・
５

メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
設
置
さ

れ
て
い
る
が
、
現
在
の
六
角

川
の
堤
防
の
高
さ
は
海
抜

５
・
５
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
で

あ
り
、
今
だ
に
鉄
橋
際
の
箇

所
は
洪
水
被
害
危
険
個
所
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
区
民
の
皆

さ
ん
が
、
こ
の
梅
雨
時
期
に

不
安
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
て

る
事
に
対
し
、
行
政
の
ト
ッ

プ
と
し
て
今
の
現
状
を
ど
の

よ
う
に
見
て
お
ら
れ
る
か
。

町
長　
Ｊ
Ｒ
の
大
西
地
区
の

鉄
橋
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ

こ
何
十
年
来
の
懸
案
事
項
で

あ
り
、
先
日
の
防
災
会
議
の

中
で
も
大
西
の
区
長
か
ら
も

御
指
摘
が
あ
っ
て
お
り
、
国

土
交
通
省
の
方
に
何
と
か
で

き
な
い
か
と
毎
年
言
っ
て
お

り
、
現
地
視
察
等
も
や
っ
て

い
る
。
国
土
交
通
省
と
し
て

は
Ｊ
Ｒ
の
線
路
を
か
さ
上
げ

し
な
い
限
り
こ
れ
以
上
の
こ

と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
も

し
も
の
た
め
に
現
在
大
型
の

土
の
う
を
備
蓄
し
て
い
る
。

地
元
の
区
長
か
ら
言
わ
れ
る

の
は
、
土
の
う
を
積
め
ば
線

路
が
壊
れ
る
で
あ
ろ
う
と
。

線
路
が
壊
れ
る
の
が
先
か
、

地
元
の
ほ
う
に
水
が
越
流
す

る
の
が
先
か
、
ど
っ
ち
を
先

に
考
え
ま
す
か
と
い
う
よ
う

な
こ
と
を
国
土
交
通
省
に
言

っ
て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の

後
Ｊ
Ｒ
と
国
土
交
通
省
の
話

し
合
い
が
進
ん
で
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

大
隈　

こ
う
し
た
問
題
は
一

行
政
機
関
で
解
決
で
き
る
話

で
な
い
に
し
て
も
、
地
元
の

県
会
議
員
を
は
じ
め
、
地
元

の
国
会
議
員
を
通
し
て
、
国

や
県
あ
る
い
は
Ｊ
Ｒ
対
し
要

望
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

こ
れ
ま
で
も
何
回
か

お
願
い
を
し
て
い
る
。
国
会

議
員
や
県
会
議
員
も
現
地
の

こ
と
は
よ
く
わ
か
っ
て
お
り
、

今
後
と
も
強
く
要
請
を
し
て

い
き
た
い
。

一
般
質
問被害が少なくて済むように努力している。町長

梅雨時の集中豪雨に対する備えは
大 隈 敏 弘　議員

町
長　
こ
れ
ま
で
何
回
も

お
願
い
を
し
て
い
る
。
今

後
も
強
く
要
請
を
し
て
い

き
た
い
。

六
角
川
に
か
か
る
Ｊ

Ｒ
長
崎
本
線
鉄
橋
（
大

西
区
）
部
の
堤
防
か
さ

上
げ
に
つ
い
て

六角川に架かるＪＲ長崎本線鉄橋付近（大西区）
洪水の危険性がある堤防と土のう備蓄
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井
上　

今
年
も
梅
雨
時
期
の

豪
雨
に
先
駆
け
て
、
各
関
係

機
関
で
組
織
す
る
町
の
防
災

会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の

防
災
会
議
は
主
に
水
害
等
を

想
定
し
た
議
論
を
さ
れ
て
い

る
が
、
内
容
は
例
年
と
ほ
ぼ

同
じ
よ
う
に
も
思
え
る
。
防

災
計
画
書
に
は
風
水
害
の
ほ

か
に
地
震
、
津
波
、
原
子
力
、

林
野
火
災
等
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
旧

炭
住
地
区
で
の
大
規
模
火
災

等
の
対
策
に
つ
い
て
も
議
論

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
町
内

に
お
い
て
平
坦
部
、
山
間
部
、

住
宅
密
集
地
区
な
ど
各
地
域

の
実
状
に
あ
っ
た
危
険
個
所

を
洗
い
出
し
、
そ
の
地
区
で

災
害
対
策
を
検
討
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
災
害
に
備
え
る
意

識
を
持
つ
よ
う
に
な
る
と
思

う
。
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
の
災

害
に
対
応
し
た
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
等
を
描
き
、
自
主
防

災
組
織
と
の
連
携
も
図
り
な

が
ら
、
住
民
参
加
型
の
協
議

の
場
を
持
ち
、
地
域
防
災
体

制
の
確
立
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

町
長　

防
災
会
議
に
つ
い
て

は
、
国
や
県
は
分
科
会
や
専

門
会
を
設
置
し
て
審
議
し
て

い
る
が
、
本
町
で
は
防
災
計

画
書
に
修
正
を
加
え
、
防
災

会
議
に
諮
っ
て
い
る
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
自
主
防
災
組

織
、
消
防
団
、
区
の
土
木
委

員
、
排
水
管
理
員
等
各
分
野

の
関
係
者
と
連
携
を
図
り
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
。
旧

炭
住
区
の
防
火
に
対
す
る
取

り
組
み
は
重
要
で
あ
り
、
地

区
の
人
に
消
防
団
加
入
に
つ

い
て
働
き
掛
け
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
各
地
区
の
実
状
に
あ

っ
た
避
難
訓
練
が
出
来
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
、
区
長
会
等

で
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
。

井
上　

自
主
防
災
組
織
、
消

防
団
等
と
の
協
議
、
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
旧
炭
住

地
区
を
含
む
上
小
田
地
区
は

傾
斜
地
で
あ
り
、
自
然
防
火

水
利
の
確
保
が
難
し
い
。
こ

の
地
区
は
町
全
体
か
ら
み
て

防
火
水
槽
、
消
火
栓
の
数
が

少
な
い
が
そ
の
対
応
は
。
ま

た
、
各
戸
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
（
災
害
予
測
地
図
）
を
配

付
し
て
あ
る
が
、
災
害
時
の

避
難
に
つ
い
て
、
住
民
が
よ

り
わ
か
り
や
す
い
よ
う
な
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
っ
て
み
て

は
ど
う
か
。
住
民
参
加
の
防

火
体
制
に
つ
い
て
は
机
上
の

議
論
ば
か
り
で
な
く
、
被
害

を
想
定
し
た
と
こ
ろ
の
訓
練

が
必
要
と
思
う
。
公
共
施
設

で
の
避
難
訓
練
の
実
態
は
。

町
長　

自
主
防
災
組
織
等
と

の
協
議
は
地
域
か
ら
の
要
請

一
般
質
問

自主防災組織等との連携を図り協議していく町長

住民参加型の防災体制の確立を
井 上 敏 文　議員

を
伺
っ
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

立
て
て
い
き
た
い
。
防
火
水

槽
、
消
火
栓
は
必
要
な
と
こ

ろ
の
要
望
に
よ
り
検
討
し
て

い
き
た
い
。
避
難
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
よ
り
わ
か
り
や
す

い
方
法
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

防
火
訓
練
は
、
役
場
は
こ
こ

数
年
実
施
し
て
い
な
い
が
、

他
は
実
施
し
て
い
る
。

井
上　

近
年
、
ペ
ッ
ト
ブ
ー

ム
に
よ
り
犬
を
飼
う
人
が
増

え
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
犬

の
ふ
ん
が
路
上
等
に
放
置
さ

れ
て
い
る
の
を
多
く
見
受
け

る
。
犬
の
ふ
ん
を
踏
ん
で
そ
の

後
始
末
に
大
変
不
愉
快
な
思

い
を
さ
れ
た
方
は
多
い
と
思

う
。
町
に
も
多
く
の
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
、
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
で
「
飼

い
主
の
ふ
ん
の
持
ち
帰
り
は

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
で
す
」
と
呼

び
か
け
て
い
る
も
の
の
犬
の

ふ
ん
放
置
は
あ
と
を
絶
た
な

い
。
佐
賀
市
で
は
犬
の
ふ
ん
害

防
止
条
例
を
制
定
し
て
お
り
、

ふ
ん
を
放
置
し
た
場
合
、
指

導
・
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た

者
に
対
し
て
２
万
円
の
罰
金

を
科
す
と
し
て
い
る
。
本
町
に

お
い
て
、
一
向
に
改
善
さ
れ
な

い
犬
の
ふ
ん
害
対
策
に
つ
い

て
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
罰
則
を

伴
う
新
た
な
条
例
を
制
定
す

る
こ
と
が
そ
の
抑
止
力
に
も

な
る
と
思
う
が
。

町
長　

飼
い
主
の
特
定
、
あ

る
い
は
通
報
が
出
来
な
い
な

ど
も
あ
り
、
条
例
を
制
定
し

て
も
効
果
が
上
が
ら
な
い
と

思
う
。
こ
れ
か
ら
も
狂
犬
病

予
防
接
種
時
に
チ
ラ
シ
を
配

付
し
、
広
報
や
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線

で
呼
び
か
け
て
い
く
。

井
上　

こ
の
よ
う
な
条
例
を

制
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
町

民
の
意
識
も
変
わ
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
狂

犬
病
の
予
防
接
種
時
に
「
犬

の
ふ
ん
持
ち
帰
り
啓
発
バ
ッ

グ
」
を
推
奨
し
た
ら
ど
う
か
。

町
長　

飼
い
主
の
モ
ラ
ル
に

訴
え
る
ほ
か
は
な
く
、
条
例

の
制
定
ま
で
は
考
え
て
い
な

い
。「
犬
の
ふ
ん
害
啓
発
バ

ッ
グ
」
は
良
い
案
と
思
い
ま

す
が
、
他
に
も
良
い
案
が
あ

れ
ば
検
討
し
て
い
く
。

毎年、梅雨期前に開かれている防災会議

「
飼
い
犬
の
ふ
ん
害

防
止
条
例
」
の
制
定
を

町
長　

ふ
ん
害
防
止
条

例
の
制
定
は
考
え
て
い

な
い
が
、
ふ
ん
害
啓
発

バ
ッ
グ
は
検
討
す
る



地域おこし協力隊通信 髙塚 都喜子

　8月23日 (土 )に西九州大学短期大学部食物栄養学科の学生さんが、高校生ケーキカフェ
「サノ・ボヌール」の場所を利用し、一日限定でレストランをオープンします !!
　江北町の野菜をふんだんに使い「地産地消」「廃棄を少なく」「環境にやさしく」の考え
のもと、食を通じて地域貢献を行うことを目的としています。

数がなくなり次第、終了となります。
また、予約などは行っておりませんのでご了承下さい。
皆様のお越しをお待ちしています !!

8月のうるるカレンダー

日 月 火 水 木 金 土

24/31 25 26 27 28 29 30（スライム作り）

絵本読み聞かせ うるるんキッズ ぴよぴよプール

絵本読み聞かせ

第３月曜日（10:30 ～ 11:00）
◎対象：未就園児
うるるんキッズ

第 4・5土曜日（10:00 ～ 11:30）
◎対象：小学１年～６年生

ぴよぴよプール
毎週火・金曜日（10:００～ 11:３０）
◎対象：満１歳～未就園児　　

◆お問い合わせ　こどもセンター うるる
　電話 ６５－１２６５

17 18（絵本読み聞かせ） 19 20 21（習字） 23（うるるんギネス）
10 11 12 13 14 1615

22

3 4 5 6 7（習字） 9（お話会）8
1 2

お知らせ
☆わくわく♪お話会
日時：8月 9日 ( 土 )10:00 ～ 11:00
対象：乳幼児～小学校低学年
出演：佐賀市ボランティアグループ
　　　　「がらがらどん」
内容：パネルシアター、オカリナ等
☆うるるんキッズ習字教室
日時：8月 7･21 日 15:30 ～ 16:30
対象：小学3年生以上【お申込下さい】
☆お盆期間は休館です

店名：「旬彩カフェ　Nombril（ノンブリル）」（ノンブリルはフランス語でへそ、中心を意味します）
日時：平成 26年 8月 23日 ( 土 )　11：30 開店
場所：手作りパン屋「アルパカ」の隣　
食数：６０食ほど
価格：ワンプレート　５００円（税込み）

お問い合わせは　江北町役場　総務企画課まで（TEL 0952-86-5612）

18広
報こうほく 議会だより

　平成25年3月議会において「江北町議会基本条例」を制定いたしました。その３つの大
きな基本方針の中に「情報公開」というのを掲げております。そういった意味から本年９月
議会からケーブルワンテレビを通して一般質問の部分を録画放映する事になりました。こ
れは、広く町民の皆様に議会内の議論の場をご覧いただき、議員自ら責務の重さを深く自
覚し、町民の皆様の負託に応えていく所存です。どうぞご覧ください。

9月議会より議会一般質問 ケーブルワンでテレビ放映開始 議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
一
般
会
計
補
正
歳
入
歳
出

に
つ
い
て

Ｑ　

長
崎
街
道
、
小
田
宿
ま

つ
り
運
営
補
助
金
は
馬
頭
観

音
ま
つ
り
と
合
わ
せ
て
は
。

Ａ　

実
行
委
員
会
の
中
で
検

討
し
て
い
く
。

Ｑ　

民
生
費
国
庫
補
助
金
が

減
額
に
な
っ
て
い
る
が

Ａ　

国
庫
か
ら
県
費
へ
の
組

み
替
え
に
よ
る
も
の
。

Ｑ　

イ
イ
ダ
靴
下
か
ら
の
寄

付
金
で
ビ
ッ
キ
ー
の
銅
像
を

設
置
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が

靴
下
を
は
い
た
ビ
ッ
キ
ー
像

に
し
て
は
。

Ａ　

製
作
者
、
関
係
者
に
可

能
な
の
か
確
認
す
る
。　
　

Ｑ　

消
防
防
火
衣
の
支
給
は
。

Ａ　

３
年
計
画
で
、
分
団
ご

と
に
支
給
し
て
い
く
。

Ｑ　

病
後
児
保
育
、
国
の
補

助
金
が
出
な
か
っ
た
理
由
は
。

Ａ　

11
月
の
変
更
時
期
に
は
、

２
３
３
名
で
あ
っ
た
が
、
４

０
０
名
を
超
え
る
と
は
予
測

で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
年
に

よ
っ
て
流
行
す
る
病
気
な
ど

が
違
う
た
め
正
確
な
数
の
把

握
は
難
し
い
。

Ｑ　

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

推
進
事
業
と
は

Ａ　

学
力
向
上
を
目
的
と
す

る
事
業
研
究
会
が
中
心
と
な

り
、
小
中
連
携
を
し
て
大
学

教
授
や
他
校
の
校
長
を
講
師

と
し
て
招
き
研
究
会
を
開
催

す
る
。
ま
た
保
護
者
向
け
の

講
演
も
予
定
し
て
い
る
。

■
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

助
成
に
関
す
る
条
例
の
改
正

に
つ
い
て

Ｑ　

町
内
の
母
子
家
庭
、
父

子
家
庭
の
世
帯
数
は　
　
　

Ａ　

平
成
25
年
度
末
で
、
母

子
家
庭
１
０
４
世
帯
、
父
子

家
庭
９
世
帯
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
対
象
と
な
る
寡
婦
が
４

世
帯
。

■
一
般
会
計
補
正
歳
入
歳
出

に
つ
い
て

Ｑ　

さ
が
の
米
・
麦
・
大
豆
競
争

力
強
化
対
策
事
業
と
は
。
今
回

対
象
に
な
っ
た
の
は
何
か
。

Ａ　

集
落
営
農
組
織
や
機
械

利
用
組
合
等
の
担
い
手
が
取

組
む
省
力
化
・
低
コ
ス
ト
化

の
為
に
必
要
な
機
械
・
施
設

の
整
備
に
対
し
て
助
成
を
行

う
も
の
。
今
回
は
上
分
集
落

営
農
組
合
の
農
業
用
倉
庫
新

設
に
対
す
る
助
成
で
あ
り
、

３
４
４
万
４
千
円
（
県
費
・

町
費
）
の
助
成
で
あ
る
。
尚
、

こ
の
事
業
は
平
成
30
年
度
ま

で
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

近
年
、
農
地
の
集
積
が

進
ん
で
い
る
が
過
去
に
は
貸

し
手
に
は
離
農
給
付
金
が
あ

っ
た
が
、
現
在
は
そ
の
よ
う

な
制
度
は
な
い
の
か
。

Ａ　

平
成
26
年
度
か
ら
実
施

さ
れ
る
農
地
中
間
管
理
機
溝

事
業
の
中
に
、
経
営
転
換
協
力

金
が
あ
る
。
集
落
営
農
を
脱
退

し
、
１
年
以
上
の
農
業
経
営
実

績
が
あ
れ
ば
対
象
に
な
る
。

Ｑ　

多
面
的
機
能
支
払
制
度

の
中
の
農
地
保
全
を
利
用
し

て
、
農
地
の
均
平
工
事
は
で

き
な
い
か
。

Ａ　

水
田
は
個
人
資
産
で
あ

り
対
象
に
な
ら
な
い
。
均
平

工
事
は
基
盤
整
備
事
業
の
中

で
で
き
る
。
受
益
者
２
人
以

上
、
面
積
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

上
で
事
業
対
象
と
な
る
。

Ｑ　

上
小
田
住
宅
（
町
営
住

宅
）
の
建
設
に
伴
う
工
事
請

負
に
つ
い
て
説
明
を
。

Ａ　

住
宅
本
体
の
建
築
工
事

費
は
９
億
３
９
９
２
万
４
千

円
で
松
尾
・
峰
組
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業
体
が
落
札
。

又
、
機
械
設
備
工
事
は
９
０

５
０
万
４
千
円
で
㈱
佐
電
工

武
雄
営
業
所
が
、
電
気
設
備

工
事
は
６
１
２
３
万
６
千
円

で
㈱
岡
田
電
機
が
そ
れ
ぞ
れ

落
札
し
た
。

■
水
道
事
業
に
つ
い
て

Ｑ　

平
成
23
年
６
月
、
ア
パ

ー
ト
の
水
漏
れ
事
故
に
対
し

て
提
訴
さ
れ
た
件
。
そ
の
最

終
判
決
は
ど
う
な
っ
た
か
。

Ａ　

平
成
26
年
５
月
29
日
に

確
定
し
た
。
判
決
内
容
は
５

分
５
分
で
双
方
で
損
害
金
を

支
払
う
事
と
な
り
、
６
４
５

万
円
支
払
っ
た
。
尚
、
殆
ど

を
町
が
加
入
し
て
い
る
損
害

保
険
で
対
応
し
た
。

■
町
長
の
給
料
の
支
給
額
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

　

ア
パ
ー
ト
の
水
漏
れ
事
故

に
対
す
る
管
理
監
督
者
と
し

て
の
責
任
を
果
た
す
為
、
町

長
の
給
料
10
分
の
１
を
３
ヶ

月
間
減
額
す
る
。

■
江
北
町
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

　

条
文
中
「
母
子
」
が
「
母

子
及
び
父
子
」
に
改
め
ら
れ

た
も
の
。

■
江
北
町
税
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
専
決
処
分
）（
全
員
賛
成
）

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た

為
で
あ
り
、
軽
自
動
車
税
等

の
引
き
上
げ
が
主
な
も
の
。

■
江
北
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

（
専
決
処
分
）（
全
員
賛
成
）

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
為
で

あ
り
、
課
税
限
度
額
の
引
き

上
げ
が
主
な
も
の
。

■
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

各
常
任
委
員
会
Ｑ
＆
Ａ

各
常
任
委
員
会 

Ｑ
＆
Ａ

条
例
改
正

意
見
書

総
務
常
任
委
員
会

産
業
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

産
業
常
任
委
員
会

ケーブル
テレビ
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◆お問い合わせ　こどもセンター うるる
　電話 ６５－１２６５

17 18（絵本読み聞かせ） 19 20 21（習字） 23（うるるんギネス）
10 11 12 13 14 1615

22

3 4 5 6 7（習字） 9（お話会）8
1 2

お知らせ
☆わくわく♪お話会
日時：8月 9日 ( 土 )10:00 ～ 11:00
対象：乳幼児～小学校低学年
出演：佐賀市ボランティアグループ
　　　　「がらがらどん」
内容：パネルシアター、オカリナ等
☆うるるんキッズ習字教室
日時：8月 7･21 日 15:30 ～ 16:30
対象：小学3年生以上【お申込下さい】
☆お盆期間は休館です

店名：「旬彩カフェ　Nombril（ノンブリル）」（ノンブリルはフランス語でへそ、中心を意味します）
日時：平成 26年 8月 23日 ( 土 )　11：30 開店
場所：手作りパン屋「アルパカ」の隣　
食数：６０食ほど
価格：ワンプレート　５００円（税込み）

お問い合わせは　江北町役場　総務企画課まで（TEL 0952-86-5612）
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  介護保険で利用できるサービスには、自宅などの生活の場で利用できる在宅
サービスと、それ以外の在宅でのサービス、施設へ入所して利用する施設サー

ビスなどがあります。利用する人の心身の状況などに合ったサービスを選んで活用しましょう。

短期間施設に入所して利用できるサービス 

・介護する家族が体調を崩して一時的に介護が困難
・介護者が冠婚葬祭や仕事などで一時的に留守となる
・本人の体調の変化で家での介護が困難
・利用者本人や介護する家族の気分転換やリフレッシュ　　などのときに

利用日数に注意しましょう

■自己負担(1割）の めやす（1日）
●短期入所生活介護
　介護老人福祉施設（併設型・多床室）の場合
　686円　　～　　964円

（要介護１）　　　（要介護5）
●短期入所療養介護
　介護老人保健施設（多床室）の場合
　831円　　～　1,049円

（要介護１）　　　（要介護5）
●特定短期入所療養介護（4時間以上6時間未満）
　（難病やがん末期の要介護者が利用した場合）
　　　　　　　　　905円

■自己負担(1割）の めやす（1日）
●短期入所生活介護
　介護老人福祉施設（併設型・多床室）の場合
　502円　　～　　617円

（要支援１）　　　（要支援2）
●短期入所療養介護
　介護老人保健施設（多床室）の場合
　616円　　～　　770円

（要支援１）　　　（要支援2）

※費用は施設の種類やサービスに応じて異なります。       
※サービスを利用した場合は、食費・居住費などが別途必要となります。       
※連続した利用が30日を超えた場合、31日目は全額自己負担となります。       

○ 問合せ先　杵藤地区広域市町村圏組合　介護保険事務所　☎0954－69－8221
　　　　　注（電話をおかけになるときは、市外局番(0954)からダイヤルしてください。）　
　　　　 　　江北町役場福祉課介護保険係　　　　　　　　☎0952－86－5614　　　
○ 杵藤地区介護保険事務所のホームページ　http://www.kitou-web.jp/kaigo/

◆ショートステイ（短期入所生活介護・短期入所療養介護）
福祉施設や医療施設に短期間入所して、日常生活上の支援や機能訓練などが受けられます。

要介護１～５の方 要支援１・２の方

 【主なサービス内容】  ・食事、入浴、排せつの介助       
 ・看護師などによる機能訓練       
 ・理学療法士などによる機能訓練       
 ・医師による診療（短期入所療養介護の場合）など       

　ショートステイの連続利用日数は30日までです。連続30日を超えない場合でも、利用日
数は認定有効期間のおおむね半数を超えないことが目安です。あまり使いすぎると、そのほ
かのサービス利用にも影響しますので注意しましょう。

みん
なの あんしん

介護保険介護保険
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種　別
香　典
供　花

その他
合　計

件　数
0
1

2
18件

支出額
0

10,000
御　祝 15 52,000

7,536
69,536

（円）

※その他については県人会開催への特産品寄贈です。
（平成26年4月～平成26年6月分）

町　長
交際費

平成26年度

後期高齢者医療被保険者のみなさまへお知らせです！
平成26年8月1日から、長期に入院した時の食事代の取扱が変更になります！

佐賀県後期高齢者医療広域連合の被保険者となって…
① 世帯の全員が住民税非課税　
② 限度額適用・標準負担額減額認定証（区分Ⅱ）」の交付を受けている
上記①・②に該当する方が、過去 12 カ月以内で 90 日以上の入院（長期入院該当）をしていた場合、申請
により入院時の食事代が減額（１食：210 円　→　160 円）されます。
※佐賀県後期高齢者医療広域連合の被保険者となる前の入院日数は、申請する際の日数として合算されません。

【改正前】

佐賀県後期高齢者医療広域連合の被保険者になる以前・被保険者になった後…
① 世帯の全員が住民税非課税
② 佐賀県後期高齢者医療広域連合の被保険者になる前の医療保険で「限度額適用・標準負担額減額認定証」

の交付を受けていた
上記①・②に該当する方が、過去 12 カ月以内で 90 日以上の入院（長期入院該当）をしていた場合、申請
により入院時の食事代が減額（１食：210 円　→　160 円）されます。
※佐賀県後期高齢者医療広域連合の被保険者となる前（他の医療保険、他県の広域連合の被保険者であっ

た期間）の入院日数を合算することができます。

【改正後】平成 26年 8月 1日から

【入院した時の食事代】
１食あたりの食費区　　　　分

住民税
非課税世帯

低所得Ⅱ
90日までの入院（過去12カ月の入院日数）

90日を超える入院（過去12カ月の入院日数）※長期入院該当

210円

160円

【過去 12 カ月の入院日数の数え方】
長期入院該当申請日が平成26年8月20日の場合　→ 平成25年9月1日～平成26年8月20日まで

の12カ月間で入院日数を数えます。

【お問い合わせ先】 佐賀県後期高齢者医療広域連合　TEL 0952-64-8476
江北町役場　福祉課　国保係　　TEL 0952-86-5614

21 広
報こうほく



平成26年度  自衛官募集案内
募集種目 受験資格 受付期間 一次試験日

武雄地域事務所
TEL 0954-23-8304
武雄市武雄町昭和43-15

一般幹部候補生

一般曹候補生（男子・女子）

自衛官候補生（男子）

自衛官候補生（女子）

航空学生

22歳以上26歳未満の者※1

18歳以上27歳未満の者

18歳以上27歳未満の者

18歳以上27歳未満の者

2月1日～4月25日 5月10・11日

9月20日

受付時にお知らせします。

9月23日

9月27・28日

9月27日

11月8・9日

27年2月28日

11月1・2日

10月18日

27年1月24日

8月1日～9月9日

年間を通じて行っています。

8月1日～9月9日

8月1日～9月9日

推　　薦  9月5日～9月9日

総合選抜  9月5日～9月9日

一般（前期）9月5日～9月30日

一般（後期）27年1月21日～1月30日

9月5日～9月30日

9月5日～9月30日

推　薦  11月1日～12月5日

一　般  11月1日～27年1月9日

高卒（見込含む）以上　　
　　　　　21歳未満の者

高卒（見込含む）以上　　
　　　　　21歳未満の者

高卒（見込含む）以上　　
　　　　　21歳未満の者

高卒（見込含む）以上　　
　　　　　21歳未満の者※1

男子で中卒（見込含む）以上
　　　　　17歳未満の者※1

防衛大学校学生

防衛医科大学校
医学科学生

看護学科学生
（自衛官コース）

9月29日

27年1月10日～12日
※いずれか指定されます。陸上自衛隊高等工科学校生徒

※1　受験資格に細部条件がありますので、詳しくは武雄地域事務所へお問い合わせください。

平成26年度9月1日（月）から 県の現地機関が変わります。

杵藤地区圏内においては、農林事務所及び土木事務所が1ヵ所に、農業改良普及センターは２ヵ所に再編
されます。

杵藤農林事務所・藤津農業改良普及センター　鹿島市高津原3400（現・鹿島農林事務所）
杵島農業改良普及センター　　　　　　　　　杵島郡白石町大字東郷2546-2
杵藤土木事務所　　　　　　　　　　　　　　武雄市武雄町昭和265（現・武雄土木事務所）

場所

詳しい内容は、佐賀県経営支援本部職員課 TEL0952-25-7291 へ連絡お願いします。

農業改良普及センター　6ヵ所

農林事務所　　　　　　6ヵ所

土木事務所　　　　　　7ヵ所 土木事務所　　　　　5ヵ所

農林事務所　　　　　5ヵ所
（農業改良普及センター）　　6 ヵ所

再
編
内
容

盆期間のごみ収集・汲取り業務及び葬斎公園の運営について
盆期間のごみ収集業務等の運営については以下のとおりです。
町民の皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。

し尿汲取り

ごみ収集
資源物・容器包装プラ

葬斎公園
８月13日（水）～ 17日（日）休業

通常通り

８月15日（金）休業

地球温暖化防止のため、ごみの分別・

リサイクルをお願いします！

お問い合わせ　

環境課環境水道係　８６－５６１７

22広
報こうほく



商品やサービスなど消費生活全般に関するお問い合わせを、専門の相談員が受け付け、公正な立
場で対応いたします。相談日の日程は、以下のとおりです。
以下の日程以外でも、相談や情報提供は毎日受け付けております。佐賀県消費生活センターでは、
土・日・祝日も相談を受け付けています。

※開催日や会場は変
更になっている場
合があります。

　お手数ですが、そ
れぞれのお問い合
わせ先までご確認
ください。

少しでも分からない
ことがあれば、お気軽
にご相談ください。【お問い合わせ】　江北町役場総務企画課商工情報係　0952-86-5612

　　　　　　　　佐賀県消費生活センター　　　　　0952-24-0999

江北町の開催日は火曜日です（月に3回）

相談日

消費生活相談日カレンダー
8月

江北町
日時：８月５日（火）、12日（火）、26日（火）
　　　（カレンダー参照）
　　　10時～16時（12時～13時は昼休み）
場所：江北町公民館１階　談話室
　　　TEL 0952-86-5612
当日は、電話での相談も受け付けております。

「消費生活相談」とお伝えください。

他の町でも相談できます（※）
白石町・大町町
日時：水曜日・木曜日（カレンダー参照）
　　　10時～16時（12時～13時は昼休み）
場所：白石町役場１階　相談室１
　　　TEL 0952-84-7121
　　　大町町役場１階　第３会議室
　　　TEL 0952-82-3151

江北町消費生活相談のご案内

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

9月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

江北町 大町町 白石町

※自転車盗 10 件発生のうち、無施錠による被害が
10 件です。

※車上ねらい 7 件発生のうち、無施錠による被害が
5 件です。

※最近、農機具の盗難、工事現場荒らし、自転車の盗
難等の被害が相次いでいます。

犯罪発生件数

うち窃盗犯

身近な犯罪の発生状況は

自転車盗

万引き

車上ねらい

空き巣、忍び込み等

オートバイ盗

71件

56件

10件

14件

7件

8件

2件

前年対比　－83件

前年対比　－65件

前年対比　－20件

前年対比  　＋2件

前年対比  　－4件

前年対比  　－4件

前年対比  　±0件

白石警察署管内における
平成26年6月末の犯罪発生状況は以下のとおりです。

鍵を必ず
かけましょう
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　保健センターにて特定健診 ( 集団健診 ) を受診された全員の方を対象に、結果説明会を下記
のとおり実施します。特定健診結果説明会では、健診結果の見方と健康づくりのヒントなど
をお知らせします。（結果説明会は、個別面談方式で結果をお返しします）
　健診結果は原則として会場でのお渡しとなりますので、ぜひご参加ください。

 

特定健診結果説明会のおしらせ

みそ汁の塩分測定を実施します！
希望の方は、当日ご自宅の味噌汁を少量ご持参ください。その他にも、食生活改善推進員が

減塩みそ汁の試飲や減塩レシピの配布などを行います！

※特定健診については、保健センターでの集団健診を８月２日 (土 ) まで実施しています。
　詳しくは広報７月号をご覧ください。

※指定された日に都合が合わない方は、対象地区以外の日にご参加ください。
◆健診結果で「動機づけ支援」・「積極的支援」の対象になられた方は保健指導が受けられます。
　生活改善の機会としてぜひご活用ください。

【お問い合わせ】　福祉課　保健係（保健センター）　電話　７１－６３２４

＜結果説明会日程＞　場所：保健センター
（ ７月 28 日～８月２日に、保健センターで健診を受けられた方が対象です ）

実 施 日

８月 19 日（火）

８月 20 日（水）

８月 21 日（木）

上小田地区・下小田地区

八町地区・惣領分地区・佐留志地区

山口地区・上記で都合の悪い方

対　象　地　区 受 付 時 間

( 午前 )　  9：30 ～ 11：00

( 午後 )　13：30 ～ 15：00
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　今年４月に実施しました「検診対象者調査」に基づき、がん検診を申し込まれた方に、８月初旬
に通知書及び各種検診受診票（問診票）を事前に配布します。申し込みをされていない方は、保健
センターまでお問い合わせください。

※対象年齢の基準は、平成２７年３月３１日現在です。７０歳以上の方は、検診料金は無料になります。
※子宮頸がん検診・乳がん検診は、２年に１回の隔年検診です。
※大腸がん検診は、９月１日 ( 月 ) から６日（土）の検診期間に、検査容器を配布します。
　容器回収は、９月８日（月）・９日（火）・10日（水）の３日間、保健センターで実施します。

平成26年度  江北町総合がん検診のお知らせ

電線の近くで遊ばないで！
　8月1日～31日は電気使用安全月間です。物が電線にかかった場合に、
取ろうとして電線に触れると感電し、大変危険です。自分で何とかしよ
うとせず、必ず九州電力へご連絡ください。

九州電力からの

お知らせ

お問い合わせ　九州電力(株)武雄営業所　TEL：0120（986）304

検診会場には、検診通知・検診受診票（問診表）・健康手帳（お持ちの方）・検診料金を持参下さい。
お問合せ先：江北町保健センター　　電話　７１－６３２４

１　検診日程

２　検診料金・内容等

結核検診
肺がん検診
胃がん検診
大腸がん検診
前立腺がん検診
子宮頸がん検診
乳がん検診
骨粗鬆症検診

肺がん検診

結核・肺がん検診

胃がん検診

大腸がん検診

前立腺がん検診

子宮頸がん検診

乳がん検診

骨粗鬆症検診

４０～６４歳男女

６５歳以上男女

４０歳以上男女

４０歳以上男女

５０歳以上男性

２０歳以上女性

４０歳以上女性
節目年齢 女性のみ

（40･45･50･55･60･65･70歳）

２００円

２００円

１，０００円

５００円

６００円

６００円

１，０００円

１，４００円

胸部レントゲン撮影

胸部レントゲン撮影

胃透視（バリウム）

便潜血検査（当日容器配布）

静脈血より採血（従来と方法が違います）

子宮頸部の細胞診

視診・触診・乳房レントゲン(ﾏﾝﾓ)

手根骨レントゲン

検診項目

検診項目 対象者 検診料金 内　　容

受付時間 実施月日 対象地区 会場

8:30～10:00

★乳がん検診の受付
は先着55名になり
次第終了します。

★子宮頸がん検診の
開始時間は午前10
時からです。

９月１日（月）

９月２日（火）

９月３日（水）

９月４日（木）

９月５日（金）

９月６日（土）

岳・上区・石原・観音下・岩屋・白木・花祭

大西・東区・南郷・八北・八中・八南

新宿・東分・西分・土元・門前・野口

祖子分・馬場・上惣・下惣・江口・正徳
下分

上分・宿・高砂・浪花・仲町・平山・新町
日出町・鹿の口

予備日（全地区対象）
指定日に受診できない方等

保
健
セ
ン
タ
ー

※決められた日程で都合の悪い方は、検診期間中で都合のよい日に受診してください。
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平
成
26
年
度
佐
賀
県
職
員
の
募
集

■
職
種
　
児
童
自
立
支
援
専
門
員

■
採
用
予
定
人
員
　
３
名
程
度

■
主
な
勤
務
地
　
虹
の
松
原
学
園（
唐
津
市
）等

■
お
問
い
合
わ
せ
　
佐
賀
県
経
営
支
援
本
部
職
員
課
人
事
担
当
　
０
９
５
２-

２
５-

７
０
１
１

佐
賀
県
市
町
総
合
事
務
組
合
職
員
の
募
集

■
職
種
　
一
般
事
務
　
■
採
用
予
定
人
員
　
１
人

■
主
な
勤
務
地
　
佐
賀
県
自
治
会
館
内（
佐
賀
市
）

■
願
書
受
付
期
間
　
８
月
４
日
〜
８
月
22
日

■
お
問
い
合
わ
せ
　
佐
賀
県
市
町
総
合
事
務
組
合
　
総
務
課
　
０
９
５
２-

２
５-

２
３
５
４

佐
賀
西
部
広
域
水
道
企
業
団
職
員
の
募
集

■
試
験
区
分
　
土
木（
高
卒
程
度
）　
■
職
種
　
水
道
事
業
の
専
門
的
職
務

■
採
用
予
定
人
員
　
１
人
　
　
■
受
付
期
間
　
８
月
４
日
か
ら
22
日
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
　
佐
賀
西
部
広
域
水
道
企
業
団（
佐
賀
市
久
保
田
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
課
　
０
９
５
２-

６
８-

３
１
８
１

武
雄
看
護
学
校
　
准
看
護
科
　
社
会
人
入
学
生
の
募
集

　
社
会
人
の
方
、資
格
を
取
っ
て
新
た
な
人
生
を
歩
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
募
集
人
員
　
５
名
程
度（
高
等
学
校
卒
業
後
、５
年
以
上
職
歴
が
あ
る
方
）

■
願
書
受
付
期
間
　
９
月
１
日（
月
）〜
９
月
５
日（
金
）　
９
時
〜
16
時
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
　
武
雄
看
護
学
校
　
准
看
護
科
　
０
９
５
４-

２
３-

７
１
７
１

チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｐ
Ｃ
講
座
　
受
講
生
募
集

　
シ
ニ
ア（
概
ね
50
歳
以
上
）の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
対
象
の
講
座
で
す
。

■
日
時
　
８
月
25
日（
月
）〜
８
月
28
日（
木
）　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■
場
所
　
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ「
元
気
の
た
ま
ご
」（
白
石
町
）

■
申
込
期
間
　
７
月
28
日（
月
）〜
８
月
11
日（
月
）

■
受
講
料
　
３
７
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

■
お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
佐
賀
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
９
５
２-
３
３-
３
１
５
５

有
明
海
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
２
０
１
４

　
有
明
海
は
、さ
ま
ざ
ま
な
生
物
が
す
む
自
然
の
宝
庫
で
す
。そ
の
海
を
守
る
た
め
、有
明
海

沿
岸
４
県（
佐
賀
・
福
岡
・
長
崎
・
熊
本
）の
県
民
と
漁
業
者
が
一
緒
に
行
っ
て
い
る
海
岸
清
掃

活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か（
記
念
品
あ
り
）。日
程
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

■
日
時
　
８
月
23
日（
土
）８
時
〜
　※

雨
天
時
は
24
日（
日
）に
順
延

■
場
所
　
東
与
賀
海
岸（
佐
賀
市
）　
干
潟
よ
か
公
園
集
合

■
お
問
い
合
わ
せ
　
佐
賀
県
庁
　
水
産
課
　
０
９
５
２-

２
５-

７
１
４
４

第
36
回
少
年
の
主
張
佐
賀
県
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

　
中
学
生
の
考
え
や
意
識
に
触
れ
、一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
８
月
24
日（
日
）　
13
時
30
分
〜
16
時

■
場
所
　
ア
バ
ン
セ
ホ
ー
ル（
佐
賀
市
）

■
内
容
　
中
学
生
に
よ
る
主
張
、佐
賀
県
警
音
楽
隊
の
演
奏
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ
　
佐
賀
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議（
佐
賀
県
こ
ど
も
未
来
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
９
５
２-
２
５-

７
３
５
０

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
に
つ
い
て

　
佐
賀
県
で
は
、同
和
問
題
の
真
の
解
決
を
目
指
し
て
、県
民
一
人
ひ
と
り
の
理
解
と
協
力

を
得
る
た
め
に
、平
成
３
年
度
か
ら
毎
年
８
月
を「
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」と
設
定
し
て

い
ま
す
。差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、同
和
問
題
を
正
し
く
理
解
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。次
の
と
お
り
同
和
問
題
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。日
程
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

■
日
時
　
８
月
21
日（
木
）13
時
30
分
〜
　
武
雄
市
文
化
会
館

■
参
加
費
　
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ
　
佐
賀
県
庁
　
人
権・同
和
対
策
課
　
０
９
５
２-

２
５-

７
０
６
３

暮
ら
し
の
情
報
ボ
ッ
ク
ス

ビッキーのビッキーの

か
わ
ら
版

か
わ
ら
版

編
集
後
記

　
例
年
よ
り
遅
か
っ
た
梅
雨
も

い
つ
の
間
に
か
明
け
、
猛
暑
が

到
来
し
て
い
ま
す
。

　
暑
が
り
で
汗
っ
か
き
な
私
は
、

夏
と
い
う
季
節
が
苦
手
で
す
が
、

夏
の
風
物
詩
の
ひ
と
つ
で
あ
る

打
ち
上
げ
花
火
が
子
ど
も
の
頃

か
ら
大
好
き
で
し
た
。

　
さ
て
、
７
月
に
唐
津
市
で
開

催
さ
れ
た
九
州
花
火
大
会
に
足

を
運
ん
で
き
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
１
時
間
の
間
に

約
６
０
０
０
発
も
の
花
火
が
打

ち
上
げ
ら
れ
、
夏
の
夜
空
を
彩

り
ま
し
た
。

　
夜
風
の
涼
し
さ
、
空
い
っ
ぱ

い
に
広
が
る
花
火
の
光
、
光
の

後
に
少
し
遅
れ
て
や
っ
て
く
る

炸
裂
音
、
し
ば
ら
く
し
て
辺
り

に
立
ち
込
め
る
火
薬
の
匂
い
な

ど
、
全
身
で
楽
し
め
る
の
が
花

火
の
い
い
と
こ
ろ
な
ん
だ
ろ
う

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
花
火
に
夢
中
に
な
っ
て
空
を

見
上
げ
過
ぎ
た
お
か
げ
で
、
首

が
少
し
痛
く
な
っ
た
り
も
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
は
そ
れ
。

　
首
の
痛
さ
を
差
し
引
い
て
も

十
分
な
ほ
ど
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

が
出
来
ま
し
た
。

　
８
月
に
も
、
花
火
大
会
が
県

内
各
地
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
で

す
。

　
み
な
さ
ん
も
、
花
火
に
限
ら
ず
、

夏
の
風
物
詩
を
堪
能
し
て
く
だ

さ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

光

お
知
ら
せ

職
員
採
用
・
入
学
案
内

※

試
験
日
、受
験
資
格
等
、詳
細
は

　
各
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
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いきいき健康カレンダー

※武雄地区休日急患センター
・診察時間：午前9時～午後5時（日曜・祭日）　　小児夜間救急（診療）：午後7時～午後9時（土曜・日曜・祝日）

白石消防署管内　日曜・祭日在宅医当番予定表
月

8

日

3
10
17
24
31

日
日
日
日
日

0952-82-2051
0952-86-2533
0952-84-2842
0952-71-3060
0952-84-2155

0952-84-3027
0952-84-2656
0952-86-2070
0952-82-3161
0952-82-5551

戸原内科（大町町）
古賀小児科内科病院（江北町）
有明医院（白石町）
坂本内科医院（大町町）
吉村医院（白石町）

稲富胃腸科外科（白石町）
重村医院（白石町）
古賀病院（江北町）
順天堂病院（大町町）
川﨑整形外科（大町町）

曜日
当番施設名 電話番号 当番施設名 電話番号

内　　　　　科 外　　　　　科

新着本おすすめ

『えんそくくろくま』

『へいわってすてきだね』

『おひめさまようちえんのアイドル』

『むしホテルへようこそ』

『にんじゃサンタのなつまつり』

●随時、新しい本が入ってきています。新着本など、本の検索は
ネイブルのホームページからでもできますので、どうぞご利
用ください。

●リクエストも受付けております。お気軽にカウンターまでど
うぞ。

●毎月第３土曜日におはなし会を行っています。
　次回は８月16日（土）午後２時からです。　　　　　　
●ネイブルからのお願い：本を借りる人は、バッグをご持参下

さい。　

絵　本

『うみの100かいだてのいえ』
いわい　としお・作

たかい　よしかず・作・絵

長谷川　義史・画

のぶみ・作

近藤　薫美子・絵

丸山　誠司・作 
他

８月
1火～2土

5火
6水
7木

19火～21木
22金
22金
25月
29金

特定健診
デイケア　ゆとり
3歳児健診
離乳食教室
特定健診結果説明会
健康相談
乳児健診
2ヵ月児相談
ベビーとママのにこにこ教室

8:30～10:30
９:50～10:00
12:45～13:00
10:15～10:30
９:30～11:00
9:30～10:30

13:00～13:15
9:30～ 9:45
9:45～10:00

8:30～10:30
10:00～12:00
12:45～15:00
10:30～12:00
13:30～15:00
9:30～11:00

13:00～15:00
10:00～11:00
10:00～11:30

保健センター
保健センター
保健センター
保健センター
保健センター
保健センター
保健センター
保健センター
保健センター

事 　 業 　 名 受付時間 時間帯 場　所

『１３歳からの料理のきほん３４』

『とっておきの名探偵』

『おきゃくさまはルルとララ』

『ほねほねザウルス　１２』

『世紀のマジック・ショー　マジック・ツリーハウス』

児童書

『職員室の日曜日』
村上　しいこ・作

アントラム栢木利美・著

杉山　亮・作

ぐるーぷ・アンモナイツ・作・絵

メアリー・ポープ・オズボーン・著

『「考える」力をつくる３０のルール』

『ウナギと日本人“白いダイヤ"のむかしと今』

『九州の鉄道おもしろ史　明治・大正・昭和』

『二千七百の夏と冬　上・下』

『猫弁と魔女裁判』

一般書

『65歳から始める健康法』
三浦　雄一郎・著

長野　真一・著

筒井　功・著

弓削　信夫・著

荻原　浩・著

大山　淳子・著

図書コーナーより

27 広
報こうほく



日 月 火 水 木 金 土

3 4 5 6 7 8 9

1 2

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31 9月1日 9月2日 9月3日 9月4日 9月5日 9月6日

可燃物 可燃物

可燃物

容器包装プラスチック

容器包装プラスチック
資源物

資源物
可燃物 可燃物

可燃物 可燃物 容器包装プラスチック
資源物

不燃物 不燃物
可燃物

可燃物 可燃物 容器包装プラスチック可燃物 可燃物

可燃物 可燃物不燃物 不燃物
可燃物

可燃物 可燃物 容器包装プラスチック不燃物

可燃物

可燃物

可燃物
不燃物
可燃物

・女性のための巡回相談

・心配ごと相談日

・心配ごと相談日
  および行政相談日
・ふれあいウォーキング

・西九州大学短期大学部
 カフェ「Nombril」

・消費生活相談日

・消費生活相談日

・消費生活相談日

・無料法律相談
 （前日までに要予約）

・日曜役場
・ふるさとクリーンデー

・消防団夏季訓練

剪定枝回収
９～１７時

佐留志クリーンセンター

2014年8月くらしのカレンダー

A地区指定日
新宿、土元、門前、
東分、西分、花祭、
高砂、上惣、宿（バ
イパス南を含む全
地区）

B地区指定日
観音下、石原、新
町、上区、岩屋、岳、
鹿ノ口、白木、平
山、仲町、浪花町、
日ノ出

C地区指定日
上分、下分、野口、
下惣、馬場、祖子
分、江口、正徳、八
北、八中、八南、東
区、大西、南郷

★８月は、資源物回収となっていま
す。回収日が、雨天の場合は、翌週の
木曜日に延期になります。なお、容
器包装プラスチックにおいては、雨
天の場合も収集しますので、お間違
えのないようにお願いします。

BC地区
共通

リ

★買物には、マイバックを持参しましょう!

N
o.255

編
集
発
行
／
江
北
町
役
場
総
務
企
画
課
　〒849 -0592 

佐
賀
県
杵
島
郡
江
北
町
大
字
山
口1651

番
地1

　TEL 0952 -86 -5612  FAX 0952 -86 -2130

　発
行
日
／
平
成
26
年
8
月
1
日

広
報
こ
う
ほ
く

生ごみの水分はよく切りましょう。ごみ減量化にご協力お願いします。
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